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第３回定例会会議録 

 

令 和 ３ 年  ９ 月 ２ ９ 日 （ 水 ） 

開  会  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 

－－－日程第１  開会宣言－－－    

○議長（五味髙明君）   おはようございます。これより、令和３年第３回御代田町議会定

例会を開会します。  

 本定例会は、議案書及び資料の閲覧検索のため、会議規則第１０３条の規定によ

り、タブレットの持ち込みを許可します。  

 また、本日暑くなる可能性が予想されますので、随時上着を脱ぐことを許可しま

す。  

 ただいまの出席議員は１４名、全員の出席であります。  

 理事者側も全員の出席であります。  

 直ちに本日の会議を開きます。  

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。  

 

－－－諸般の報告－－－    

○議長（五味髙明君）   日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。  

 内堀議会事務局長。  

（議会事務局長  内堀浩行君  登壇）    

○議会事務局長（内堀浩行君）   書類番号１をお願いします。  

 諸般の報告  

 令和３年９月２９日  

 １．本定例会に別紙配付のとおり町長から議案１９件、報告２件が提出されてい  

   ます。  

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。  

 ３．本定例会に説明のため、町長ほか関係者に出席を求めました。  

 ４．本定例会における一般質問通告者は、黒岩  旭議員他８名であります。  

 ５．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。  

 次の２ページから２１ページは、監査委員の例月現金出納検査及び定期監査報告
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書ですので、後ほどご覧ください。  

 ２２ページの閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折に報告しますの

で、この場においては省略させていただきます。  

 以上です。  

○議長（五味髙明君）   以上をもって、諸般の報告を終わります。  

 

－－－日程第２  会期決定－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２  会期決定の件を議題とします。  

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してありますので、

議会運営委員長より報告を求めます。  

 小井土哲雄議会運営委員長。  

（議会運営委員長  小井土哲雄君  登壇）    

○議会運営委員長（小井土哲雄君）   報告いたします。  

 ９月２１日午後１時３０分より議会運営委員会を開催し、令和３年第３回御代田

町議会定例会に提出の議案、一般質問等について審議日程等を決定したので、報告

します。  

 本定例会に町長から提出された案件は議案１９件、報告２件の計２１件でありま

す。一般質問の通告者は９名であります。  

 これにより、会期は本日より１０月１４日までの１６日間とすることに決定しま

した。  

 次に、審議日程につきましては、書類番号１、２３ページをご覧ください。  

 令和３年第３回御代田町議会定例会会期及び審議予定表  

 第  １日   ９月２９日  水曜日  午前１０時  開会  

                       諸般の報告  

                       会期の決定  

                       会議録署名議員の指名  

                       町長招集の挨拶  

                       議案上程、議案に対する質疑  

                       議案の委員会付託  

 第  ２日   ９月３０日  木曜日        議案調査  
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 第  ３日  １０月  １日  金曜日  午前１０時  町民建設経済常任委員会  

 第  ４日  １０月  ２日  土曜日        議案調査  

 第  ５日  １０月  ３日  日曜日        議案調査  

 第  ６日  １０月  ４日  月曜日        議案調査  

 第  ７日  １０月  ５日  火曜日  午前１０時  町民建設経済常任委員会  

 第  ８日  １０月  ６日  水曜日  午前１０時  総務福祉文教常任委員会  

 第  ９日  １０月  ７日  木曜日  午前１０時  総務福祉文教常任委員会  

 第１０日  １０月  ８日  金曜日  午前１０時  一般質問  

 第１１日  １０月  ９日  土曜日        休会  

 第１２日  １０月１０日  日曜日        休会  

 第１３日  １０月１１日  月曜日  午前１０時  一般質問  

 第１４日  １０月１２日  火曜日        休会  

 第１５日  １０月１３日  水曜日  午前１０時  全員協議会  

 第１６日  １０月１４日  木曜日  午前１０時  委員長報告  

                       質疑・討論・採決  

                       閉会  

 続いて、各常任委員会、全員協議会の会場、時間について報告いたします。  

 ２４ページをご覧ください。  

 常任委員会開催日程  

 総務福祉文教常任委員会  

     １０月  ６日  水曜日  午前１０時   委員会室１・２  

     １０月  ７日  木曜日  午前１０時   委員会室１・２  

 町民建設経済常任委員会  

     １０月  １日  金曜日  午前１０時   委員会室１・２  

     １０月  ５日  火曜日  午前１０時   委員会室１・２  

 全員協議会開催日程  

     １０月１３日  水曜日  午前１０時   委員会室１・２  

 

 以上で報告を終わります。  

○議長（五味髙明君）   ただいま議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日より
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１０月１４日までの１６日間としたいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認めます。  

 よって、本定例会の会期は、本日より１０月１４日までの１６日間と決しました。  

 

－－－日程第３  会議録署名議員の指名－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第３  会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において  

   ３番  森泉謙夫議員  

   ４番  黒岩  旭議員  

 を指名します。  

 

－－－日程第４  町長招集あいさつ－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第４  町長より議会招集の挨拶をお願いします。  

 小園町長。  

（町長  小園拓志君  登壇）    

○町長（小園拓志君）   議員の皆様のおかれましては、お忙しい中にもかかわらずご参集

を賜り、令和３年第３回御代田町議会定例会が開会できますことに、心から感謝を

申し上げます。  

 ついちょっと前に担当から報告がありまして、御代田町の年度に入ってからのふ

るさと納税の金額、速報値ではありますけれども、１億円に到達したと、４月から

ですね、なっております。昨年がたしか１億円に到達したのが１１月の末ごろだっ

たと思います。ここから伸びるという時期なんですけれども、その伸びる前の時期

で１億円確保させていただきました。昨年は年度１年間で２億３ ,０００万円ほど

だったと記憶していますけれども、それを狙いながら、今、毎日いろんな活動を通

して寄附を集めさせていただいているという状況でございます。  

 議員の皆さん、もうご覧になったかなと思いますけれども、私ども、こういうみ

よたんクエストというサイトを昨年からやっておりまして、ロールプレイングゲー

ムを楽しんでいただくように、ふるさと納税をしていただくというような内容にな
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っているところでございます。  

 これまで１１のプロジェクトを提案していますけれども、そのうち、８つのプロ

ジェクトについては既にお金が集まっている状態、８月の上旬にスタート以来、も

う既に８のプロジェクトはお金を全ていただきまして、実行できる状態になってい

るということでございます。現在はレベル９ということで、歩行者の安心安全グ

リーンベルト設置事業というようなことでございまして、町内で三千数百ｍのグ

リーンベルトをつくり、お子さん方の通学、また、帰宅時の安全を確保していくと、

そういったことで事業を行わせていただきたいということで、必要な寄附金額が

４ ,２２０万円ということで、かなり大きい金額ですけれども、今のペースであれ

ば十分に集まってくるのかなと思っております。町外の皆さんに議員の皆様、また

町民の皆様接する機会がありましたら、ぜひこういったことでふるさと納税お願い

したいと一声おかけいただけるとありがたいなと思っております。よろしくお願い

いたします。  

 さて、新型コロナウイルスワクチン接種の状況について、まずご報告させていた

だきます。  

 デルタ株の急速な拡大と、夏休みの全国的な人の移動により、新規陽性者が爆発

的に増加し、医療提供体制に大きな負荷がかかっていました、第５波でございます

けれども、ようやくピーク時を大きく下回る状況になってきております。  

 町内医療機関の先生方にご協力いただきまして、４月２８日から７５歳以上を対

象に開始したワクチン接種事業につきましては、対象年齢を段階的に引き下げ、現

在は接種可能とされている、１２歳以上の皆様全てを対象としているところでござ

います。  

 接種状況を管理する国のＶＲＳの集計では、９月２２日現在となりますけれども、

対象者１万４ ,４４７名中、１回目の接種が済んだ方が１万１ ,７１１名、これは接

種率にしますと８１ .１％であります。このうち、２回目まで完了した方が１万

７５６名、接種率は７４ .５％まで上がってきております。  

 接種はあくまでも任意であり、強制ではございませんけれども、接種を希望して

いるが、まだできていないという町民の皆様が少しでも早く接種ができるようにな

るため、未接種の方に対しては９月中旬に個別通知を発送しておりまして、日程や

予約方法を改めてご案内させていただきました。  
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 接種事業も、私どもの認識としては終盤となってきているということでございま

すけれども、一方で３回目の接種が行われるということも決まってきているという

ところでございます。国の指導の下ですけれども、引き続き接種機会を提供してま

いる考えでございます。  

 続きまして、武雄市豪雨災害支援についてでございます。  

 ご案内かどうか分かりませんが、武雄市というのは佐賀県にある町でありまして、

カルチュア・コンビニエンス・クラブに指定管理しました、いわゆるＴＳＵＴＡＹ

Ａ図書館と呼ばれる図書館がある町として知られております。  

 御代田町は、これまで武雄市から政策上のアドバイスを随時いただいておりまし

て、新型コロナウイルス感染症に関連した経済対策として、皆さんご案内かと思い

ますが、「みよたんのお持ち帰り割引大作戦！」というのがありますね。テイクア

ウトもしくはデリバリーの方に３割の割引をし、その金額を町のほうで後ほど補填

するというものでございますけれども、この割引大作戦の実施にこぎ着けるには、

武雄市からのアドバイスというのが、実は大きかったわけであります。  

 その武雄市が、本年８月１３日から１７日の大雨により、床上１ ,２７３棟、床

下３９０棟、合計１ ,６６３棟が浸水する甚大な被害を受けたところです。  

 こういった事態を受け、御代田町は８月１７日、まずはふるさと納税の受付を代

理する代理受付という制度を利用しまして、間接的に復旧の支援を始めました。こ

れは、武雄市への災害復旧寄附を御代田町が受け付け、寄附受領に際しての事務を

代わりに担うというものであります。  

 現在、武雄市では復旧に向けた取組を進めており、ふるさと納税に関わる事務を

少しでもこちらの努力で減らしてあげることによりまして、復旧作業に集中しても

らおうという取組であります。  

 昨日夕刻見たところ、２７件、計３３万９ ,０００円の寄附が集まっているとこ

ろであります。これは引き続いて行ってまいります。  

 続いて、武雄市の小松政市長から市の社会福祉協議会のボランティアセンター立

ち上げに向けた支援の要請がありました。町社会福祉協議会、町社協と相談した上

で社協職員２名の派遣が決まり、８月２２日から３０日の９日間、実働７日間であ

りましたが、その間派遣いたしました。派遣してもらったと言ったほうがいいです

ね。  
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 この派遣は、町社協側にも大きなメリットがあるわけであります。本年４月、町

社協はボランティア地域活動センターを開設し、他地域で災害が起きた場合は復旧

支援を行うことを事業計画に盛り込んでいるところであります。これは、御代田町

でいつ災害が起きても、速やかに災害ボランティアセンターが開設でき、経験豊富

なスタッフによりスムーズに多数のボランティアを受け入れられるようにするため

であります。  

 武雄市の現場では、社協職員２名が主に被災者のニーズ調査に従事しました。近

年災害現場では被災者の方が実際に何をしてもらいたいかを聞き取るニーズ調査の

重要性が認識されるようになってきております。  

 このほか、復旧資材や食料の確保、被災者のニーズとボランティアのマッチング、

被災者への傾聴をはじめとする心のケアなど、災害ボランティアセンター運営の骨

格をなす諸業務のノウハウも学んできており、不幸にして当町で災害が起こってし

まった場合には、必ず役に立つ実践的な体験を積んでもらいました。  

 今後も継続的に災害対応、災害ボランティアセンター運営の実地経験を積み重ね、

災害に強い御代田町をつくり上げることが、町長としての責務と考えております。

後年には、災害に強い御代田町の歴史は令和のあの時代に始まったと、後生の人々

に語り継がれるような、そういった施策を継続して遂行してまいります。議員の皆

様、町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。  

 続きまして、保育所等整備交付金についてであります。  

 一般社団法人聖歩と株式会社アンジュールによる、ゼロ歳児から２歳児の未満児

を対象とした小規模保育事業所２園が、来年４月の開設に向けて準備を進めており

ます。９月上旬にそれぞれ地鎮祭を行い、これまでに着工したと伺っております。  

 当町の未満児保育の状況でありますが、平成２９年度から毎年増加しておりまし

て、私立保育園では定員を超過して受け入れていること、この定員超過というのは

別に２割までは問題がないわけですけれども、それにしても定員を超過して受け入

れていること、また、町全体での受け入れ人数はほぼ上限に達しているということ

であります。したがいまして、預けたいお子さんが今増えている状況でほぼ上限に

達しているというわけですから、今後待機児童が発生する可能性が十分にある状態

となっているところであります。  

 未満児の園児数ですが、５年前の平成２８年度で１１７人でありましたけれども、
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本年度の最終見込みは１６５人、４８人増加、割合にして４割ちょっと増加してい

るということになります。  

 この間、たんぽぽ保育園の増築や小規模保育事業所おひさまの開設はありました

が、なお利用の増加は続いており、また預け入れに対する問い合せも多数寄せられ

ている状況から、今後の受入れが喫緊の課題となっておりました。  

 そんな折、町内に小規模保育事業所を建設したいというお二方、これは別のお二

方ですけれども、からそれぞれお申し出がありまして、内部での検討作業やお二方

との協議を重ね、当町の課題解決のためには２園とも建設することが必要との判断

から、意向を受ける形で建設を促進するよう要請した経過がございます。  

 これに関しては、子ども子育てに関する新しい会議体を設置しまして、そちらで

も定員の妥当性について、ご協議いただいたところでもあります。  

 今回の一般会計補正予算では、小規模保育事業所の建設に対する補助金として、

２園あわせて６ ,１５３万円を計上しております。また、この補助金の財源である

国庫補助金の保育所等整備交付金５ ,４７０万円は、通常２分の１の補助率であり

ますが、保育需要の増大が見込まれる市町村については、補助率が３分の２に引き

上げられる交付金となっております。当町もこれに該当しておりますので、いろい

ろ折衝をいたしまして、８月にこの有利な補助率による交付金の内示を受けたとこ

ろであります。  

 また、国庫補助金とは別に、長野県単独の小規模保育事業所の建設に対する補助

制度があります。補助率は基本額の８分の１以内でありますが、１園当たりの上限

が４００万円ですので、補正予算では２園あわせて８００万円を歳入歳出それぞれ

計上しているところでございます。  

 今後も未満児保育の需要は増加することが見込まれるため、その需要をしっかり

見極めながら、子育て支援の大きな一助となるように適切に対処してまいります。  

 続きまして、強い農業担い手づくり総合支援交付金事業についてであります。  

 本定例会で予算審議をお願いする農業振興費２ ,３７１万円の増額補正について

申し上げます。  

 これは、国の産地の収益力強化と担い手の経営発展のため、産地農業において中

心的な役割を果たす農業団体等による基幹施設の導入を支援する強い農業担い手づ

くり総合支援交付金を活用し、佐久浅間農業協同組合の野菜加工施設再編計画に基
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づき実施する事業に対し、町のほうからも上乗せ支援をするものであります。  

 佐久浅間農業協同組合の野菜加工施設再編計画は、これまで２か所に点在してい

た野菜加工施設を１か所に集約するための野菜加工センターの増設と、新たにカッ

ト野菜施設として原料を保存する冷蔵設備と、加工用の冷蔵設備が導入される計画

となっております。  

 御代田町農業振興事業補助金交付要綱に基づき、本定例会一般会計補正予算にお

いて、農業振興事業補助金として２ ,３７１万円を計上しております。  

 さて、本定例会に提案した案件は条例案１件、決算の認定１１件、補正予算案

７件、報告事項２件の計２１件であります。  

 条例案の１件については、御代田町男女共同参画推進条例を制定する条例案につ

いてであります。  

 これは、男女共同参画の推進に関し、基本的な理念を定め、町、町民、事業者の

責務とともに、男女共同参画推進の施策の基本的事項を定めるものであります。  

 ６月議会においては、御代田町では長年の整備の遅れがあった旨答弁させていた

だきましたが、このたび遅ればせながら本条例を制定するものであります。  

 条例制定後は、男女共同参画計画の策定を進めることは当然のこととして、御代

田町における男女共同参画が実質的に進んでいくように、施策を展開してまいる考

えであります。  

 次に、決算認定の１１件について申し上げます。  

 令和２年度一般会計の歳入歳出決算は、歳入総額が８２億９ ,７９７万円となり

まして、前年度と比較して２０億１ ,０７９万円、３２ .０％増加しました。一方、

歳出総額が８０億１ ,９６７万円となり、前年度と比較して２０億２ ,３７９万円、

３３ .８％増加しました。  

 歳入増加の主な要因ですが、特別定額給付金給付事業補助金などの新型コロナウ

イルス対策に充てた国庫支出金が、増加したものによるものであります。この特別

定額給付金というのは、国が一律１人１０万円を給付したものですね。  

 また、歳出につきましても、この特別定額給付金などの新型コロナウイルス対策

事業の増加が主な要因となっております。  

 令和３年度以降の長期的な財政運営の健全化を図るため、一般会計歳入歳出差し

引き額から財政調整基金へ１億８ ,０００万円の繰り入れを行い、繰越明許費及び
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事故繰り越しの財源を除いた７ ,２２３万円を令和３年度へ繰り越しました。  

 また、特別会計９会計及び公営企業会計１会計についても、それぞれの設立趣旨

に基づき、一般会計と同様に適正な財政運営に努めてきた結果、全ての会計におい

て黒字決算となるとともに、財政の健全性に関する比率のうち、実質公債費比率に

ついては、前年度から０ .８ポイント抑えられた数値となり、本議会においてさら

に良好な決算として報告できる運びとなりました。  

 続いて、補正予算案７件のうち、令和３年度一般会計補正予算案（第５号）は、

既定の予算額に２億９ ,０２４万円を増額し、歳入歳出総額を６８億１ ,９４５万円

とするものであります。  

 主な補正内容につきましては、先ほど説明いたしました令和４年度に開設予定と

なっている小規模保育所２園の保育所等整備交付金と、農業振興事業補助金のほか、

普通交付税の交付額確定による増額、新型コロナウイルスワクチン接種事業、小中

学生のインフルエンザ接種経費補助金、町道における道路改良工事費を計上してお

ります。  

 普通交付税につきましては、令和２年度を上回る１３億７ ,１３３万円の交付が

決定しました。  

 交付金の算出根拠となる基準財政需要額と、収入額から算出される財政力指数は

０ .６５となっております。この数字は、高ければ高いほどいいほうの数字ですけ

れども、０ .６５となっておりまして、県下町村で４番目の財政力でありまして、

引き続き安定した財政運用を見込んでまいります。  

 新型コロナウイルスワクチン接種事業につきましては、受付コールセンターや接

種会場の派遣看護師等の経費、１２歳以上１５歳以下の接種券作成委託料など、

２ ,２６０万円の増額を計上しております。  

 また、昨年に引き続き、町内小中学生のインフルエンザ予防接種費用に対し、児

童１人当たり上限２ ,０００円の補助を実施するため、１０５万円を計上し、道路

改良工事の増額につきましては、清万２号線、児玉の飯綱鶴巻線、西軽井沢の東台

１１号線の路面の損傷が激しいため、２ ,６８０万円の歳出増と、財源として地方

債の増額も計上しております。  

 介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第２号）は、ふるさと納税のうち、町内

のとある方から包括支援事業に役立ててほしいとのご意思でご寄附いただいた
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１００万円を、新しい包括支援システム導入経費に使うための増額補正であります。  

 公共下水道事業特別会計補正予算案（第１号）は、新築住宅が増えている西軽井

沢地区、大林地区など６か所の下水道管路施設工事費用３ ,８８０万円の歳出増と、

あわせて地方債の歳入増を計上しております。  

 このほか、御代田財産区特別会計等の３特別会計については、繰越金額確定によ

る補正であり、御代田小沼水道事業会計補正予算案（第２号）は、車両修繕費８万

円の増額補正となっております。  

 最後に、報告事項について申し上げます。  

 １件目は、令和元年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いてであります。  

 令和２年度の一般会計、特別会計、公営企業会計は全てが黒字決算となり、監査

委員の審査に付した上で、財政健全化法に基づく財政の健全性に関する比率につい

て良好である旨を報告いたします。  

 ２件目は、御代田町国民保護計画の変更についてであります。  

 令和２年度末に一部変更しました御代田町国民保護計画について、長野県との協

議が完了しましたので、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する

法律第３５条第８項にて準用される同条第６項の規定により報告いたします。  

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましてはそれぞれ担当課長が説明い

たします。ご審議をいただき、原案どおりのご採決をいただきますよう、お願いを

申し上げまして、令和３年第３回御代田町議会定例会招集の挨拶とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   これより議案を上程します。  

 

－－－日程第５  議案第６６号  御代田町男女共同参画推進条例  

を制定する条例案について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第５  議案第６６号  御代田町男女共同参画推進条例を制定

する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    
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○企画財政課長（内堀岳夫君）   おはようございます。  

 議案書の３ページをお開きください。  

 議案第６６号  御代田町男女共同参画推進条例を制定する条例案について  

 御代田町男女共同参画推進条例を制定する条例を別紙のとおり提出する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 この条例案は、御代田町における男女共同参画社会の実現を図ることを目的とし、

男女共同参画の推進に関する事項を定めるため条例を制定するものであります。  

 議案書の４ページお願いいたします。  

 第１条から第１０条までの第１章につきましては総則となっており、第１条は目

的として男女共同参画社会の実現を図ることを掲げています。第２条は定義として

用語の意義を、第３条では基本理念として６つの項目を掲げております。第４条、

５条、６条、ここではそれぞれ町、町民、事業者、それぞれの男女共同参画推進に

おける責務となっております。第７条、８条では、地域と教育における男女共同参

画推進について努めることと定めています。第９条では、性別による人権侵害の禁

止を、第１０条では、報酬に表示する表現が男女差別等につながらないよう配慮す

るよう努めることを定めております。  

 第１１条から第１５条までは、第２章として町の男女共同参画の推進に関する基

本的施策を定めている章になります。第１１条では、男女共同参画の参画計画の策

定、公表、第１２条では推進体制の整備、第１３条では町が実施する６つの施策、

第１４条では苦情等の受付、第１５条では被害の相談についてそれぞれ定めており

ます。  

 第１６条から第２２条は、第３章として男女共同参画審議会の運営について定め

ております。第１６条では設置として、男女共同参画推進に関する事項を調査審議

するため、男女共同参画審議会を置くこととしています。第１７条では、任務とし

て調査審議事項として男女共同参画計画の策定、変更、施策の実施状況、その他男

女共同参画の推進に関することの３つを掲げております。第１８条では、組織とし

て委員数を１０人以内とし、男女比が最低でも３対２になるように定めております。

第１９条は、委員委嘱の条件として識見を有する者、関係団体の代表、町民、町長

が必要と認める者いずれかであることを定めております。第２０条は、会長及び副
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会長に関すること、第２１条は会議に関すること、第２２条は会議の庶務に関する

ことで、企画財政課で行います。  

 第２３条は、第４章として補則となっております。  

 附則は、施行期日で、この条例は公布の日から施行するとなっております。  

 説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、説明に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第６  議案第６７号  令和２年度御代田町一般会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第６  議案第６７号  令和２年度御代田町一般会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の１０ページをお願いいたします。  

 議案第６７号  令和２年度御代田町一般会計歳入歳出決算の認定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町一般会計歳入歳

出決算を、別紙監査委員の意見を付して議会の認定に付する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 別冊の決算書の６ページから１３ページまで、歳入歳出決算の款項別集計表にな

りますが、こちらにつきましてはお手元の資料番号１、別になっております資料番

号１のほうで説明をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。  

 それでは、令和２年度一般会計の決算概要について説明いたします。  

 令和元年度から繰越明許により繰越しした７事業の事業費を含んだ令和２年度決

算総額は、前年度に比べ歳入で３２ .０％、歳出で３３ .８％共に増加しました。  

 歳入の増加の要因は、新型コロナウイルス対策に関する特別定額給付金事業補助
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金、こういった国庫補助金が１９億４４２万１ ,０００円、それからふるさと納税

寄附金が１億１ ,２３０万８ ,０００円増額となったことによるものであります。  

 また、歳出につきましても、新型コロナウイルス対策事業の実施により、総務費

で１８億１ ,３４５万７ ,０００円、商工費で２億８８４万１ ,０００円と大きく増

加したことによるものです。  

 それでは、資料の１ページから説明していきます。  

 初めに、歳入の主なものについて説明いたします。  

 款１町税は、総額２３億３ ,６３１万円で、前年比１億４ ,８２０万２ ,０００円、

６ .０％減少しました。個人町民税は３ ,７７８万４ ,０００円増加しましたが、法

人町民税は２億１ ,３９１万７ ,０００円減少しました。固定資産税は家屋の新増築

及び償却資産の増加から、２ ,５７３万４ ,０００円増加しました。  

 現年度徴収率については９９ .０％で、前年度から０ .２ポイント減少しました。

また、滞納繰越分を含む全体の徴収率につきましては９４ .４％で、前年度の

９４ .２％より０ .２ポイントほど上昇しております。  

 款２地方譲与税から３ページの款１２交通安全対策特別交付金までのこちらの交

付金などにつきましては、それぞれ資料にある理由により増加、あるいは減少して

おります。このうち、款１１地方交付税の普通交付税が６ ,８４６万８ ,０００円増

加につきましては、基準財政収入額のうち法人町民税法人割が大幅な減額となった

ことが主な要因となっております。  

 款１３分担金負担金５ ,２００万１ ,０００円で、前年比１ ,９３８万８ ,０００円、

２７ .２％減少しました。主に幼保無償化により保育料が２ ,１８２万５ ,０００円

減少したことによります。また、保育料の徴収率は現年分が１００％となり、前年

比で０ .１ポイント上昇しております。  

 款１４使用料及び手数料は６ ,７８６万２ ,０００円で、前年比１ ,０２９万

１ ,０００円、１３ .２％減少しました。コロナウイルス感染予防対策により、複合

文化施設使用料、博物館入館料、体育施設使用料がそれぞれ減少したことによるも

のです。主な使用料の徴収率は住宅使用料現年分で９６ .８％、前年比０ .６ポイン

ト減少しております。  

 ４ページのほうに入ります。  

 款１５国庫支出金は２５億１７９万２ ,０００円で、前年比１９億６ ,０７６万
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７ ,０００円、大幅に増加しております。こちらはコロナ対応の緊急経済対策で実

施した特別定額給付金給付事業費補助金１５億７ ,７９０万円、それからコロナ対

応地方創生臨時交付金２億５ ,６６０万１ ,０００円、ＧＩＧＡスクール構想補助金

の増加が主な要因です。  

 款１６県支出金は４億５４５万８ ,０００円で、前年比５ ,７５５万３ ,０００円、

１ ６ .５％増加しま した。主に地域支え合いプラスワン消費促進事業補助金

４ ,００６万９ ,０００円、こちらなどの増加によるものでございます。  

 款１８寄附金は２億 ３ ,２２５万５ ,０００円で、前年比１億１ ,２５４万

４ ,０００円、９４ .０％増加しました。こちらはふるさと納税寄附金が１億

１ ,２３０万８ ,０００円増加したことによります。  

 ５ページお願いします。  

 款２１諸収入は１億４ ,８０８万２ ,０００円で、前年比６ ,５０７万７ ,０００円、

７８ .４％増加しております。主な要因は貸付金元利収入の地域総合整備資金償還

金が２ ,６２２万２ ,０００円増加したことによるものでございます。  

 款２２町債は４億４ ,７０９万５ ,０００円で、前年比８５０万８ ,０００円、

１ .９％増加しております。主な要因は、小中学校の冷房設置に係る学校教育施設

等整備事業債など、こちらは７ ,４４０万円ほど減少したものの、減収補填債

７ ,８５５万１ ,０００円など、こちらが増加したことによるものでございます。  

 ６ページをお願いします。  

 続きまして歳出の主なものについて説明をいたします。  

 款２総務費、こちらは２７億６ ,７６４万３ ,０００円で、前年比で１８億

１ ,３４５万７ ,０００円、１９０ .１％増加しております。主な要因はコロナ対応

の緊急経済対策で１人１０万円を給付した特別定額給付金事業１５億８ ,４７５万

８ ,０００円、それから町独自で町内経済の活性化を図るため１人１万円を給付し

たみよたん生活応援金給付事業１億６ ,１８０万円、こちらの増加によるものでご

ざいます。  

 款３民生費は１７億８５２万１ ,０００円で、前年比２ ,１１２万６ ,０００円、

１ .３％増加しました。主な要因は、児童手当受給世帯に対し、中学生までの子ど

も１人に１万円を支給した子育て世帯臨時特別給付金事業２ ,２６１万８ ,０００円

などの増加によるものでございます。  
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 ７ページお願いいたします。  

 款４衛生費は４億６ ,２８８万３ ,０００円で、前年比３７６万４ ,０００円、

０ .８％減少しました。主な要因は、医療機関、介護保険施設、医療材料費購入補

助金２ ,０００万円の増加などがあったものの、新クリーンセンター稼働によりま

して、民間への一般廃棄物処理委託料４ ,０３５万２ ,０００円、こちらが減少した

ことによるものでございます。  

 款６農林水産業費は２億１ ,０９８万６,０００円で、前年比６１３万７ ,０００円、

３ .０％増加しました。主な要因は、農業者向けみよたん給付金１ ,０５０万円、農

山漁村地域整備交付金基盤整備促進事業１ ,５８５万６ ,０００円、こちらの増加に

よるものでございます。  

 款７商工費は３億３６５万６ ,０００円で、前年比２億８８４万１ ,０００円、

２２０ .３％増加しております。主な要因でございますが、プレミアム付商品券事

業９ ,８０２万１ ,０００円、飲食宿泊業者向け、それから事業者向けみよたん給付

金事業の合計で７ ,０００万円、こちらの増加によるものでございます。  

 款８土木費は５億１ ,７４１万１ ,０００円で、前年比４ ,２０３万円、７ .５％減

少しました。主な要因は、公共下水道特別会計繰出金、こちらが４ ,４４７万

１ ,０００円減少したことなどによるものです。  

 ８ページをお願いします。  

 款１０教育費は６億３ ,５４７万７ ,０００円で、前年比１ ,９７７万９ ,０００円、

３ .０％減少しました。小中学生１人１台にパソコンを整備するＧＩＧＡスクール

整備事業により１億２ ,１１８万８ ,０００円、それから７月から給食費無償化によ

り給食材料費が５ ,５４７万２ ,０００円増加しましたが、前年度に小中学校３校の

冷房設備設置事業が完了したことによりまして、全体額としては減少しております。  

 ９ページをお願いいたします。  

 款１１災害復旧費は１億７ ,６０５万円で、前年比６ ,４１７万８ ,０００円で、

５７ .４％増加しました。主に令和元年東日本台風災害による復旧工事の繰越明許

と、令和２年８月豪雨災害による復旧工事で、主に農林水産業施設の国庫補助災害

復旧経費で１億５７０万２ ,０００円増加となったことによるものでございます。  

 款１４の予備費は総務費の総務管理費や町税費など、１２の課目に対しまして

４ ,４４４万６ ,０００円をそれぞれ充当しております。  
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 それから、本日お配りした横長の令和２年度御代田町新型コロナウイルス感染症

対策関連事業一覧というものをお配りしました。こちらについては、令和２年度に

行ったコロナウイルスに関連した事業を全てまとめております。一番左側の列に補

助金、補助金額ということで、それぞれの補助金に対してどういった事業を行った

かという一覧表になっております。  

 それから、その中で網掛けの事業が出てきますが、網掛けの事業につきましては

２種類の補助金が入っているところですので、それぞれ重複して計上してあります。

こちらについては、また参考資料としていただきたいと思います。  

 続きまして、決算書の２０８ページをお願いいたします。  

 こちら、実質収支に関する調書になっております。１の歳入総額は８２億

９ ,７９７万円、２の歳出総額は８０億１ ,９６６万９ ,０００円、３の歳入歳出差

引額は２億７ ,８３０万１ ,０００円となっております。そして、４の翌年度へ繰り

越すべき財源につきましては、（２）の繰越明許費繰越額が２ ,４５１万５ ,０００円、

（３）の事故繰越繰越額が１５５万６ ,０００円となりまして、合計で２ ,６０７万

１ ,０００円です。５番の実質収支額につきましては、３番から４番の翌年度へ繰

り越しすべき財源を差し引きまして２億５ ,２２３万円となっております。６の実

質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額については

１億８ ,０００万円の基金繰り入れを行っております。５の実質収支額から６の基

金繰入額１億８ ,０００万円を差し引いた７ ,２２３万円、それと４番の翌年度へ繰

り越すべき財源、こちらを令和３年度へ繰り越しをしてございます。  

 なお、地方自治法第２３３条第５項の規定に基づく書類としまして、歳入歳出決

算事項別明細書は決算書の１５ページから２０７ページに、それから財産に関する

調書は３６１ページから３６５ページに、３６８ページ以降は主要事業の状況など

決算に関する説明書を掲載しております。  

 また、同法２４１条第５項の規定に基づく書類としまして、３６６ページから

３６７ページまでに定額運用基金の運用状況を示す書類を掲載しております。  

 説明については以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

 市村議員。  
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○１２番（市村千恵子君）   議席番号１２番、市村千恵子です。  

 ６点ほどお聞きしたいと思います。  

 それでは、まず決算書ページ１２３ページをお願いします。１２３ページ、款

４衛生費、項２清掃費、目１塵芥処理費であります。備考欄のほうの１２委託料の

ところの００２ですね、井戸沢最終処分場残余容量測定委託料ということで４６万

２ ,０００円ほど計上されておりますけれども、この測量結果についてお願いした

いのと、前回と比べて量の変化はどうなのかということ、そして最終処分場のこの

寿命というのは、この測定によってどのくらいと見ているのか、その点についてお

伺いします。  

 すみません、続いて１３９ページです。款６農林水産費項３農地費目５多面的機

能支払交付金事業９０６万７ ,２２８円というふうにあるわけですけれども、その

事業内容と事業効果、現在３団体がこの事業を行っていると思うんですけど、今後

この参加する団体の見通しはどのように見ているのか、その点お願いします。  

 続きまして、１４７ページになります。款８土木費、項２道路橋梁費、目２の道

路維持費の道路修繕工事、５ ,２３６万８ ,６７４円ということでありますけれども、

この実施された工事内容と整備延長についてお願いしたいと思います。  

 同じページなんですけれども、款８土木費、項２道路橋梁費、目３の社会資本整

備総合交付金事業の橋梁修繕事業経費として４ ,１１３万６ ,７００円とありますけ

れども、この実施された内容ですね、この交付金の状況と、橋梁については結構交

付金は来ているというお話でありましたけど、交付金の状況と整備率、全体の完了

予定の見通しについてお願いしたいと思います。  

 続きまして１４９ページ、款８土木費、項２道路橋梁費、目４の町単独道路新設

改良費ということで７ ,１０８万８８６円が決算額としてありますけれども、この

実 施 路 線 と 内 容 に つ い て 、 ま た 繰 越 明 許 道 路 新 設 改 良 事 業 経 費 ２ ,１ ７ ０ 万

７ ,０００円の実施された内容ですね、この起債、事業債の有利な事業債というの

はないのか、この道路改良には補助金がなかなかつかないという状況があるんです

けど、その有利な事業債の見通しはどうなのかということをお聞きしたいと思いま

す。  

 続きまして、最後ですがページ１５１ページ、款８土木費、項４都市計画費、目

１の都市計画総務費で、空き家改修補助金、決算額として今年度は６０万円が計上
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されました。昨年、一昨年と１件の２０万円の決算だったと思うわけですけれども、

事業効果をどのように見ているのかと、また何かこの事業自体がもう廃止との話が

前回の総務委員会の所管事務調査のときに、そんな話があったわけですけど、来年

度以降のこの事業継続というか、この事業についてはどのように考えているのかお

伺いしたいと思います。  

○議長（五味髙明君）   柳沢町民課長。  

○町民課長（柳沢俊義君）   それでは、私からは決算書１２３ページの井戸沢一般廃棄物

最終処分場残余容量測量業務についてご説明いたします。  

 残余容量の容量ですが、１万１３９ｍ ３という結果でございました。その前に測

量しましたのは平成２９年度でありまして、その結果は１万７９ｍ ３でございまし

た。つまり、３年間で残余量が逆に６０立方増えてしまったということになってお

ります。  

 残余量が前回の測量時より増加している理由につきましては、前回から約３年が

経過していること、それから雨水等による地盤沈下、覆土をならしたことによる重

機による整地による転圧などが考えられております。処理場全体では１センチ程度

の沈みと同程度というふうに考えております。  

 平 成 ２ ５ 年 度 の 調 査 で は １ 万 １ ,２ ４ ２ ｍ ３ で あ り ま し た の で 、 ７ 年 間 で

１ ,１０３ｍ３減少した計算となります。１年間に直しますと減少量は１５７ｍ ３で

ございます。  

 総残余容量１万１３９ｍ ３を１年間の減少量１５７で割りますと、６４年という

ことになろうかと思います。しかしながら、ここ数年はリサイクルを特に進めてお

りまして、埋立てごみの減量化を図っていることから、最終的に埋め立てるごみは

リサイクルできないわずかな物に限られておりまして、現在その容量は１年間で

５３立方程度でございます。この数値は、沈み込み、それから覆土などの考慮はし

ておりませんけれども、単純にこの数値を使いますと、１９１年ということになり

ます。  

 いずれにいたしましても、ここまで最終処分場の延命が図られておりますのは、

町民の皆様による分別やリサイクルの徹底によるものと考えております。改めて感

謝を申し上げたいと思います。今後も分別やリサイクルを進め、埋立てごみの減量

化を図ってまいりたいと思っております。  
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 以上です。  

○議長（五味髙明君）   金井産業経済課長。  

○産業経済課長（金井英明君）   私のほうからは、２つ目の多面的機能支払交付金事業に

ついてお答えいたします。  

 １０６万７ ,２２８円の実績の内容ですが、現在実施している地区は塩野下ノ平

梨ノ木地区、馬瀬口地区、草越地区の３地区です。それぞれで管理している農地や

農業用施設の維持と施設の長寿命化を図るため、活動計画を作成した上で実施して

いただいております。  

 主な活動内容は、水路、農道、畑かんなどの農業用施設の点検、泥上げ、軽微な

補修と、シーズンを通して農地のり面や農業用施設周辺の草刈り作業などのほか、

雷雨や降ひょうの際にはパトロールを実施するなど、農地並びに農業用施設の維持

に努めていただいております。  

 交付金の使途につきましては、施設点検や草刈り、泥上げなどの保全活動に対し

まして３８５万９ ,１００円、水路などの施設の機能診断や軽微な補修作業、遊休

農地の草刈り、景観活動して花の植栽などの活動に対して２０８万６ ,１２８円、

施設の更新、長寿命化を図る活動として３１１万２ ,２００円が充てられておりま

す。  

 事業の効果でございます。草刈りや泥上げなどの施設の維持については、この事

業を実施する以前から地域や組合など組織ごとに実施しておりました。しかし、農

業者の高齢化や担い手の不足により、担い手農業の負担が増えてきております。  

 この事業を始めて３年目となります塩野下ノ平梨ノ木地区と馬瀬口地区につきま

しては、草刈りなどの共同作業を実施する中で当時と比べて共同作業に参加する人

が増えてきている、また丁寧な作業ができているということを聞いております。  

 農地を維持していく必要性について、広報活動を通じて地域の方々に関心を持っ

ていただき、現在は農業者を中心とした組織ではありますが、地域の方々にも活動

に参加していただくなど、担い手農業の負担軽減を図ることで新規就農者などの増

加につなげていきたいと考えております。  

 今後の参加の見通しでございますが、小田井地区、豊昇地区、御代田城ノ内地区

の３地区に組織の立ち上げのお話があります。  

 昨年小田井地区が組織の立ち上げに向けて準備を進めてまいりましたが、新型コ
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ロナウイルス感染症により会議が開催できず、進んでいないような状況です。豊昇

地区と御代田城ノ内地区につきましては、町のほうに相談があった状況であります。  

 以上です。  

○議長（五味髙明君）   建設水道課長。  

○建設水道課長（大井政彦君）   では、私のほうからは決算書１４７ページ、まず道路維

持費の道路修繕工事の関係ですね、５ ,２３６万８ ,６７４円の実施内容と整備延長

ということでお答えいたします。  

 決算額のうち、道路維持補修工事費分として５９件が４ ,９９２万６ ,６７４円、

道路区画線設置工事が２件で２４４万２ ,０００円でした。維持補修工事分は安全

施設、注意標識等設置工事が６件、道路後退舗装工事が３件、道路側溝暗渠排水等

の排水工事が１０件、歩道等修繕工事が３件、アスカーブ擁壁設置工事等が３件、

その他が５件ということでございます。  

 さらに、路面舗装工事、大小あわせて１９件ございました。主な路線は桜ヶ丘団

地北側から国道１８号に至る反り国道線１６５ .５ｍ、西軽団地内１号線支線

１０号は１２１ｍ、草越地区から東側に下り重ノ久保川に至る草越茂沢線、こちら

が８８ｍを実施いたしました。３路線の合計は３７４ .５ｍでございます。  

 また、塩野区内から浅間山ラインへ至る西畠細尾根線については１０６ｍ ２の拡

幅工事を実施しました。  

 残りの１５件は道路の一部分の小規模工事となってございます。  

 ２番目といたしまして、橋梁修繕事業経費４ ,１１３万６ ,７００円の実施内容、

交付金の状況、整備率、全体完了予定の見通しについてお答えいたします。  

 決算額のうち、３ ,５５５万９ ,７００円、約８６％が調査測量設計委託料でござ

います。事業費の大半をこれで占めております。橋梁現況調査補修設計の委託は全

部で５件発注しました。ふるさと大橋、軽井沢大橋、源平橋、向原橋、清万橋、新

三ツ谷橋、露切橋の７橋を実施したところでございます。  

 橋梁修繕事業経費の残りの５５７万７ ,０００円は、草越地区の東側を流れる重

ノ久保川に架かる草越１号橋、馬瀬口地区西側を流れる針の木用水に架かる針木沢

３号橋、同じく馬瀬口地区北側を流れる繰矢川に架かる細久保橋、同じく馬瀬口地

区の北側を流れる中宿用水と繰矢川の合流付近に架かる道陸２号橋の４橋の補修工

事を実施しました。いずれも橋梁長寿命化修繕計画に基づき点検した結果、橋梁の
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健全性の判定区分がレベル３に該当したため、健全度を向上させたところでござい

ます。  

 当該橋梁補修に係る事業費につきましては、補助率５５％となっておりまして、

令和２年度の補助対象事業費４ ,８００万円に対して、補助額は２ ,６４０万円とな

っております。  

 橋梁補修の整備状況につきましては、全５６橋のうち４７橋の補修が終わりまし

て、整備率は約８４％でございます。  

 今後も当該補助事業により継続的に補修をしていきますが、当面は橋梁の健全度

レベル３を解消すべく、調査設計が済んでいるレベル３状態の５橋の補修工事を計

画的に実施していきたいと考えております。  

 令和３年度は３橋の補修工事に着手し、清万地区の一級河川濁川に架かる清万橋、

向原地区のしなの鉄道跨線橋の向原橋、馬瀬口地区向端地籍のしなの鉄道跨線橋、

源平橋に着手します。  

 令和４年度以降は、国庫補助の交付や町の予算状況にもより、特にこのしなの鉄

道に関係する工事は大がかりとなるため、全体完了年度は今はっきりとは見えてき

ていないというのが現状ではございますが、なるべく早目にレベル３の橋が全て解

消できればというふうに考えておるところでございます。  

 ３番目といたしまして、１４９ページの目４町単独道路新設改良費７ ,１０８万

８８６円の実施路線と内容、それと繰越明許費の２ ,１７０万７ ,０００円の実施さ

れた内容、有利な事業債の見通しということでお答えいたします。  

 町単独道路新設改良費につきましては、全部で４路線を実施しました。１路線目

は一里塚地区世代間交流センターの西側を通る町道で、国道１８号と浅間サンライ

ンを結ぶ国道清万線、こちら２工区を実施いたしまして、１工区目が幅員６ｍの延

長２５０ｍ、２工区目も幅員６ｍで延長３５０ｍを整備しました。２路線目は、広

戸地区の滝沢川から楓ケ丘に至る広戸御代田停車場線で幅員７ｍ、施工延長

２１５ｍ、３路線目は面替橋から湯川沿いを通る辰巳畑岩下線で幅員３ｍ、施工延

長１４０ｍ、４路線目は継続実施している旧役場庁舎東側の一里塚国道線で側溝修

繕を３０ｍ実施しました。  

 このうち国道清万線、一里塚国道線につきましては、道路長寿命化計画に基づく

起債事業として公共施設等適正管理推進事業債を活用しておりまして、充当率
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９０％分を起債で充てております。  

 繰越明許道路新設改良事業経費につきましては、やまゆり工業団地北側の２路線

を実施しました。大谷地区内１１号線、こちらは車道幅員６ｍ、全副９ .５ｍ、片

歩道、延長が８４ .６ｍ、もう１つの路線が三ツ谷大谷地線、車道幅員６ｍ、全副

７ｍ、延長１８２ .９ｍを整備しました。  

 公共施設等適正管理推進事業債につきましては、令和３年度で終了となるため、

今後は今までと同様に充当率９０％で優位となる地方道路等整備事業債などを活用

しまして、長寿命化計画の対象路線について順次起債事業を実施していく予定でご

ざいます。  

 最後の４点目でございますが、決算書１５１ページです。都市計画総務費空き家

改修補助金、決算額６０万円の関係でございますが、まず事業効果についてお答え

いたします。  

 御代田町空き家改修補助金は、平成２９年４月１日に施行し、令和４年３月

３１日までの時限付き補助事業でございます。  

 これまでの実績は、平成２９年が２件、平成３０年が１件、令和元年度が１件、

令和２年度が３件で、令和３年度、今時点が１件ということで８件ということにな

っております。５年間に予算計上した１５件のうち、現時点で５３ .３％の実施率

となっております。  

 補助金の申請者は、８名中５件が町外からの移住者で、３名が長野県内、２名が

県外からの移住者となってございます。  

 補助事業の活用により８軒の空き家が解消されていますので、事業効果があった

ものと判断しているところでございます。  

 続きまして、来年度以降の事業の継続の考えということではございますが、こち

らについてお答えいたします。  

 御代田町空き家改修補助金交付要綱を運用して、課題のほうも見えてきたところ

でございます。例えば、空き家が昭和５６年５月３１日以前に建てられた物件の場

合、現在の耐震基準を満たしていないというところから、木造住宅耐震診断を実施

し、診断結果に基づいて耐震改修工事を実施していただくことになっております。  

 ネックになるのは、耐震改修工事が実施できるかどうかということになります。

耐震診断の結果にもよりますが、大半は瓦屋根の軽量化のみでは耐震基準を満たさ



２４ 

ないため、筋交いを入れたりなどして、壁を補強することで耐震基準を満たすよう

になります。そのため、工事費が非常に多額であるところから、耐震改修工事に着

手できず、空き家改修補助金の活用に至らなかったケースもございました。  

 最近は、新型コロナウイルスの感染を意識して、御代田町、軽井沢町は首都圏か

らの移住者が増えていると新聞記事もございますが、また町内では保育施設が２棟

新規に開設されます。こうした背景から、御代田町に移住する人が今後も増加し、

住居としての空き家の活用が、需要が見込めます。  

 そのため、御代田町空き家改修補助金交付要綱の制度の検証は必要ですが、必要

とはしながらも、令和２年度においては様子を見ながらではございますが、継続し

て運用していくべきか、検討していきたいというふうに考えているところでござい

ます。  

 よって、継続するか否かはっきりした方針は現在出ていないところでございます。  

 以上です。  

○議長（五味髙明君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   終わります。  

○議長（五味髙明君）   質疑の途中ですが、この際、暫時休憩をします。開始はブザーに

てお知らせします。  

（午前１１時２０分）  

（休   憩）    

（午前１１時２９分）  

○議長（五味髙明君）   休憩前に引き続き、本会議を再開します。  

 議案第６７号の質疑のある方、続いてどうぞ。おりませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第７  議案第６８号  令和２年度御代田財産区特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第７  議案第６８号  令和２年度御代田財産区特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。内堀企画財政課長。  
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（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の１１ページお願いいたします。  

 議案第６８号  令和２年度御代田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田財産区特別会計歳

入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付して議会の認定に付する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の２１０ページをお願いいたします。歳入歳出決算款項別集計表になりま

す。  

 最初に歳入を説明いたします。  

 款１財産収入項１財産運用収入は、収入額２８１万１ ,０２３円で、内訳につき

ましては土地貸付料として財産区有地の貸付２８１万８４０円、それから基金の預

金利子としまして１８３円ございました。続きまして、項２財産売払収入は収入ご

ざいませんでした。  

 款２繰入金項１基金繰入金は収入済額９７０万円でした。うち、これは財政調整

基金からの繰入金になります。  

 款３繰越金項１繰越金でございます。７２万３ ,０６８円、こちらは令和元年度

からの繰越金になります。  

 款４諸収入項１雑入につきましても収入はありませんでした。  

 歳入合計、予算額１,２５９万円に対しまして、収入済額１ ,３２３万４,０９１円、

こちらが収入となっており、執行率としましては１０５ .１％となっております。  

 続きまして２１２ページお願いいたします。  

 歳出についてです。  

 款１総務費項１総務管理費です。支出済額が１ ,１４９万２ ,４６８円、こちらの

支出の内訳につきましては、財産区有地の管理委託料４００万円、それから同じく

財産区有地の下刈り委託料６４０万円、こちらが大きな支出となっております。  

 款２項１予備費、こちらについては充当ありませんでした。  

 歳出合計、予算額１ ,２５８万９ ,０００円に対しまして、支出済額１ ,１４９万

２ ,４６８円で、執行率は９１ .３％となっております。  

 次に、２１４ページお願いします。  
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 歳入歳出差引残額１７４万１ ,６２３円になりまして、こちらにつきましては令

和３年８月２４日開催の御代田財産区管理会、こちらにおいて同意を得ております。  

 続きまして、決算書の２２０ページお願いします。  

 実質収支に関する調書になります。  

 １としまして、歳入総額１ ,３２３万４ ,０００円、２、歳出総額１ ,１４９万

２ ,０００円、３、歳入歳出差引額１７４万１ ,０００円、４の翌年度へ繰り越すべ

き財源はありませんので、５番の実質収支額は１７４万１ ,０００円となります。

こちら全額を令和３年度へ繰り越しをしております。  

 説明は以上になります。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第８  議案第６９号  令和２年度小沼地区財産管理特別会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第８  議案第６９号  令和２年度小沼地区財産管理特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の１２ページお願いいたします。  

 議案第６９号  令和２年度小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算の認定につい

て  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度小沼地区財産管理特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付して議会の認定に付する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の２２２ページお願いいたします。こちら、款項別集計表になります。  

 最初に歳入お願いいたします。  

 款１財産収入、項１財産運用収入は、収入済額で８ ,６１６円でした。こちらの
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内 訳 に つ き ま し て は 土 地 貸 付 料 が ５ ,７ ０ ０ 円 、 そ れ か ら 預 金 利 子 の ほ う が

２ ,９１６円となっております。  

 項２財産売払収入、こちらについては収入はありませんでした。  

 款２繰入金、項１基金繰入金、収入済額は３０６万円で、こちらは財政調整基金

からの繰入金となっております。  

 款３、項１繰越金、収入済額６４万９ ,７１６円で、こちらは令和元年度からの

繰越金でございます。  

 款４諸収入、項１雑入、こちらも収入ありませんでした。  

 歳入合計で、予算額３０７万５ ,０００円、こちらに対しまして、収入済額合計

額で３７１万８ ,３３２円で、執行率のほうは１２０ .９％となっております。  

 ２２４ページお願いいたします。  

 歳出になります。  

 款１総務費、項１総務管理費です。支出済額が２３０万９ ,４００円でした。主

な支出につきましては林野管理委託料、こちらが１８６万６ ,０００円、それから

委員報酬としまして１８万円、こちら主な支出でございます。  

 款２項１予備費、こちらについては充当ありませんでした。  

 歳出合計が予算額３０７万５ ,０００円に対しまして、支出済額が２３０万

９ ,４００円で、執行率７５ .１％となっております。  

 次の２２６ページお願いします。  

 歳入歳出差引残額１４０万８ ,９３２円、こちらにつきまして、令和３年８月

２４日開催の小沼地区財産管理委員会、こちらにおいて同意を得てございます。  

 続きまして、２３２ページお願いいたします。  

 実質収支に関する調書になります。  

 １、歳入総額は３７１万８ ,０００円です。２、歳出総額２３０万９ ,０００円、

３の歳入歳出差引額は１４０万８ ,０００円となっております。４の翌年度へ繰り

越すべき財源、こちらありませんので、５番の実質収支額は１４０万８ ,０００円

となります。この金額全額を令和３年度へ繰り越ししております。  

 説明は以上になります。ご審議のほう、お願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案対する質疑に入ります。質疑のある方は挙手願います。  
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（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第９  議案第７０号  令和２年度御代田町国民健康保険事業勘定  

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第９  議案第７０号  令和２年度御代田町国民健康保険事業

勘定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。阿部保健福祉課長。  

（保健福祉課長  阿部晃彦君  登壇）    

○保健福祉課長（阿部晃彦君）   議案書の１３ページお願いいたします。  

 議案第７０号  令和２年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算

の認定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 それでは、決算書の２３４ページ、２３５ページをお願いいたします。  

 歳入歳出決算書款項別集計表でございます。  

 まず歳入。  

 款１、項１国民健康保険税、収入済額４億２ ,０６３万１５３円で、前年度比

０ .３％の増となりました。徴収率でございますが、現年で９６ .７％、全体で

８３ .０％でございます。被保険者数は３ ,６８８名で、７１名の増となっておりま

す。不納欠損額６５８万８ ,０５９円、こちらにつきましては法令の規定に基づく

時効等でございます。収入未済額７ ,９７２万２２２円、こちらは滞納繰り越しと

なります。  

 款２使用料及び手数料項１手数料、国保税督促手数料として２４万６ ,０００円

の収入でございました。  

 款３国庫支出金、項１国庫補助金４８５万５ ,０００円の収入でございます。こ

ちらは社会保障税番号制度システム整備費補助金として、オンライン資格確認等シ

ステム改修に対する補助と、新型コロナの影響による国保税の減免に対して交付さ
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れる災害等臨時特例補助金となっております。  

 款４県支出金、項１県補助金１０億７ ,７０３万１ ,７６１円の収入でございます。

こちらは、市町村が支払う保険給付費等に要する費用に対し、全額交付される普通

交付金、それと医療費の適正化に向けた取組や生活習慣病予防事業等の取組に応じ

て交付される特別交付金となっております。  

 款５財産収入、項１財産運用収入２万５４円の収入でございます。こちらは、国

民健康保険支払準備基金の利息等運用益の収入でございます。  

 款６繰入金、項１他会計繰入金、１億４９０万８ ,６３３円で、前年度比２ .２％

の減でございました。一般会計からの保険基盤安定繰入金が主なものとなっており

ます。  

 款７、項１繰越金、こちらは令和元年度からの繰越金６ ,０４０万９５１円でご

ざいます。  

 款８諸収入、項１延滞金加算金及び過料、こちら延滞金といたしまして１８４万

９００円を収入してございます。  

 項２受託事業収入、こちらは収入はございません。  

 項３雑入１ ,０２２万９ ,６５４円でございます。こちらは国保の資格喪失後の保

険証使用に伴う医療費等の返還分といたしまして１７０万５５８円、それから令和

元年度保険給付費等交付金の還付金としまして８５２万９ ,０９６円収入してござ

います。収入未済となっております２１万３ ,１４９円、こちらは過年度分として

翌年度に返納を求めてまいるものでございます。  

 歳入合計１６億８ ,０１６万３ ,１０６円でございまして、予算に対する執行率は

１０２ .８％となっております。  

 続いて２３６ページ、２３７ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  

 款１総務費、項１総務管理費、支出済額５９３万８ ,８８６円でございます。通

信運搬費や委託料が主なもので、国保資格システムの改修や関係帳票の作成などを

支出してございます。項２町税費、賦課徴収費といたしまして、電算処理委託料等

で３９９万３ ,７９２円の支出でございます。項３運営協議会費５万１ ,０００円は、

運営協議会の委員の報酬等でございます。  

 款２保険給付費、項１療養諸費、療養給付費、療養費等の支出で９億７２４万
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６ ,５１７円となりました。前年度比で１ .３％の増でございます。項２高額療養費

１億４ ,３７１万７ ,２１５円で、前年度比で１０ .８％の増でございます。項３出

産育児一時金５４６万２ ,７３０円、こちらは件数でいいますと１４件の支出でご

ざいます。項４葬祭諸費１２０万円で、こちら２４件の支出でございました。  

 款３国民健康保険事業費納付金でございます。こちらは県から示された金額その

まま納めるものとなっております。項１の医療給付費ですが、２億８ ,８６６万

４ ,２７８円で、前年度比で１５ .６％の減となっております。項２後期高齢者支援

金等で１億１ ,３１４万５ ,８３５円、７ .２％の減となっております。項３介護納

付金、こちらは４ ,７１３万５ ,３８８円で、前年度比で９ .１％の減でございます。  

 款４保険事業費、項１特定健康診査等事業費８９７万１ ,５７０円で、特定健康

診査等の事業費となっております。項２保険事業費１ ,６８７万６ ,８９１円で、保

健指導を行う職員の賃金と人間ドックの補助金等となっております。  

 款５諸支出金、項１償還金及び還付加算金１ ,２４６万４０３円の支出でござい

ます。保険給付費等交付金の返還金等となっております。  

 款６、項１基金積立金、こちらは利息分を５万円を国民健康保険支払準備基金へ

積み立てております。  

 款７、項１予備費ですが、こちらは保険給付費のほうへ２３万５ ,０００円ほど

充当してございます。  

 歳出合計１５億５ ,４９１万４ ,５０５円でございます。予算に対する執行率は

９５ .１％でございました。  

 ２５８ページをお願いいたします。  

 実質収支に関する調書でございます。  

 １、歳入総額１６億８ ,０１６万３ ,０００円、２、歳出総額１５億５ ,４９１万

４ ,０００円、３の歳入歳出差引額１億２ ,５２４万８ ,０００円、４の翌年度へ繰

り越すべき財源はございません。５の実質収支額が１億２ ,５２４万８ ,０００円と

なっております。６の基金繰入れもございませんで、５の実質収支額がそのまま令

和３年度への繰り越しとなります。  

 説明につきましては以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑に入ります。質疑のある方は挙手願います。  
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（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１０  議案第７１号  令和２年度御代田町介護保険事業勘定  

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１０  議案第７１号  令和２年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。阿部保健福祉課長。  

（保健福祉課長  阿部晃彦君  登壇）    

○保健福祉課長（阿部晃彦君）   議案書の１４ページをお願いいたします。  

 議案第７１号  令和２年度御代田町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認

定について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 それでは、決算書の２６０ページ、２６１ページをお願いいたします。  

 歳入歳出決算書款項別集計表でございます。  

 まず歳入でございます。  

 款１保険料、項１介護保険料、収入済額２億３ ,３２７万３ ,３８０円、前年度比

で０ .４％の増でございます。普通徴収の現年度徴収率９４ .１％でございました。

収入未済となっております５２５万１ ,５６０円、こちらは滞納繰越しとなります。  

 款２分担金及び負担金、項１負担金、１４９万３ ,１８５円の収入でございます。

こちらは介護予防事業の利用者負担金となっております。収入未済となっておりま

す８ ,９６４円につきましては、翌年度に収入を求めるものでございます。  

 款３使用料及び手数料、項１手数料、督促手数料といたしまして５万９ ,３９０円

の収入でございます。  

 款４国庫支出金、項１国庫負担金１億７ ,７３３万１ ,０９３円で、前年度比

４ .６％の増でございます。介護給付費負担金で給付費の増加に伴う増となってお

ります。項２国庫補助金６ ,１２８万５ ,３８８円で、前年度比３ .５％の増でござ
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います。こちらは調整交付金と地域支援事業交付金、保険者機能強化推進交付金な

どとなっております。  

 款５、項１支払基金交付金２億８ ,３２１万５ ,１３２円で、前年度比９ .５％の

増となっております。介護給付費交付金と地域支援事業交付金でございます。  

 款６県支出金、項１県負担金１億４ ,７４６万９ ,０７３円で、前年度比８ .２％

の増でございます。こちらも国庫同様、給付費の増加に伴う増となっております。

項２県補助金１ ,１１４万３５０円で、前年度比２ .７％の増でございます。こちら、

地域支援事業交付金となっております。  

 款７財産収入、項１財産運用収入４万９ ,９１１円の収入でございます。介護保

険基金の利息等運用益の収入でございます。  

 款８繰入金、項１他会計繰入金１億 ６ ,３９０万２ ,６２５円で、前年度比

９ .８％の増でございます。一般会計から介護給付費地域支援事業等への繰入れと

なっております。項２基金繰入金２ ,６６６万６ ,０００円、こちらを介護保険基金

から繰入れております。  

 款９、項１繰越金、こちら令和元年度からの繰越金で１ ,８７９万８ ,０４７円で

ございます。  

 款１０諸収入、項１延滞金加算金及び過料でございますが、延滞金として１１万

７ ,７９０円収入してございます。項２サービス収入２２９万１３０円で、居宅介

護予防支援サービス計画費の収入となっております。項３雑入５ ,３４４円の収入

でございます。  

 歳入合計で１１億２ ,７０９万６ ,８３８円となっておりまして、予算に対する執

行率は９９ .２％でございます。  

 続いて２６２ページ、２６３ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  

 款１、項１総務費、支出済額１ ,７６３万１ ,４３８円で、前年度比１３ .５％の

増となりました。主な支出ですが、電算処理委託料、それから佐久広域連合の介護

認定審査会の負担金等となっております。  

 款２、項１保険給付費ですが、９億 ９ ,３０３万３ ,４３９円で、前年度比

６ .３％の増となっております。主な増加としては、介護サービス給付経費、主に

居宅介護サービス給付費の増によるものでございます。  
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 款３地域支援事業費、項１包括的支援事業任意事業費３ ,２９９万３ ,２６７円で

ございます。こちらは、地域包括支援センターの運営経費、それから要介護一般高

齢者への配食等任意事業経費となっております。項２介護予防生活支援サービス事

業費３ ,３５９万６ ,２９３円でございます。こちらは、要支援事業対象者への配食

など、生活支援サービスや健康サービスの支出となっております。項３一般介護予

防事業９１万３ ,４３５円でございます。介護予防普及啓発事業として介護予防教

室、生活サポーター養成事業等の経費となっております。  

 款４、項１基金積立金、こちら基金の利息分として５万円を積み立てております。  

 款５、項１諸支出金につきましては５４５万７ ,７８９円で、国、県への返還金

等となっております。  

 款６、項１予備費でございますが、こちらは保険給付費の審査支払手数料で３万

６ ,０００円ほど、それから特定入所者介護サービス費へ３ ,０００円ほど充当して

ございます。  

 歳出合計ですが、１０億８ ,３６７万５ ,６６１円となりまして、予算に対する執

行率は９５ .４％でございました。  

 ２８８ページをお願いいたします。  

 実質収支に関する調書でございます。  

 １ の 歳 入 総 額 が １ １ 億 ２ ,７ ０ ９ 万 ６ ,０ ０ ０ 円 、 ２ の 歳 出 総 額 が １ ０ 億

８ ,３６７万５ ,０００円、３の歳入歳出差引額が４ ,３４２万１ ,０００円、４の翌

年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源 は ご ざ い ま せ ん で 、 ５ の 実 質 収 支 額 が ４ ,３ ４ ２ 万

１ ,０００円となっております。６の基金繰り入れはございません。ですので、

５の実質収支額が令和３年度への繰越しとなっております。  

 説明につきましては以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑に入ります。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１１  議案第７２号  令和２年度御代田町後期高齢者医療  

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    
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○議長（五味髙明君）   日程第１１  議案第７２号  令和２年度御代田町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。阿部保健福祉課長。  

（保健福祉課長  阿部晃彦君  登壇）    

○保健福祉課長（阿部晃彦君）   議案書の１５ページをお願いいたします。  

 議案第７２号  令和２年度御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の２９０ページ、２９１ページをお願いいたします。  

 歳入歳出決算書款項別集計表でございます。  

 歳入でございます。  

 款１、項１後期高齢者医療保険料、収入済額１億２ ,９５０万３ ,３００円で、前

年度比２ .０％増となっております。普通徴収の現年度徴収率９７ .９％でございま

す。収入未済１８０万７ ,９００円につきましては滞納繰越しとなります。  

 款２使用料及び手数料、項１手数料、督促手数料として３万２ ,２００円の収入

でございます。  

 款３繰入金、項１一般会計繰入金４ ,３１７万４ ,１４８円、前年度比１９ .３％

の増となりました。事務費、保険基盤安定、保険事業費に対しての繰入れとなって

おります。  

 款４、項１繰越金、令和元年度からの繰越金で２９万２ ,３３５円となっており

ます。  

 款５諸収入、項１延滞金加算金及び過料５万８ ,７００円で、延滞金の収入とな

っております。項２償還金及び還付加算金５万７ ,５００円で、こちら保険料の還

付金となっております。項３雑入２６７万４ ,２５３円で、健診事業費、広域連合

の支出金、それから人間ドックに対する特別調整交付金、システム改修に対する円

滑運営臨時特例交付金となっております。  

 歳入の合計ですが、１億７ ,５７９万２ ,４３６円でございまして、予算に対して
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執行率９８ .３％となっております。  

 続いて、２９２ページ、２９３ページをお願いいたします。  

 歳出です。  

 款 １ 総 務 費 、 項 １ 総 務 管 理 費 、 支 出 済 額 ２ １ ４ 万 ７ ,６ ７ ８ 円 で 前 年 度 比

２４ .７％増となっております。電算処理の委託料、それから通信運搬費が主な支

出でございます。項２徴収費、賦課徴収経費として３９万８ ,０２６円の支出でご

ざいます。  

 款２、項１後期高齢者医療広域連合納付金１億６ ,３８７万５ ,００１円で、前年

度比１ .９％の増でございます。保険料等負担金、保険基盤安定負担金となってお

ります。  

 款３保険事業費、項１健診事業費１９９万６ ,７７２円で、前年度比３ .４％の増

でございます。こちらは後期高齢者の健診委託料となっております。項２保険事業

費６７７万４ ,９２４円でございます。高齢者の保健事業と介護予防との一体的事

業に係る人件費と人間ドックの補助金等となっております。  

 款４諸支出金、項１償還金及び還付加算金５万７ ,５００円で、保険料還付金と

なっております。  

 款５、項１予備費、こちらは支出ございません。  

 歳出合計で１億７ ,５２４万９ ,９０１円となっておりまして、予算に対して

９８ .０％の執行率でございます。  

 ３０４ページをお願いいたします。  

 実質収支に関する調書。  

 １ 、 歳 入 総 額 で す が １ 億 ７ , ５ ７ ９ 万 ２ , ０ ０ ０ 円 、 ２ の 歳 出 総 額 １ 億

７ ,５２４万９ ,０００円、３の歳入歳出差引額５４万２ ,０００円で、４の翌年度

へ繰り越すべき財源はございません。５、実質収支額が５４万２ ,０００円となり

ます。６の基金繰入れもございませんので、この５の実質収支額がそのまま令和

３年度への繰越しとなります。  

 説明につきましては以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑に入ります。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    
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 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 昼食のため、休憩します。午後は１時３０分より再開します。  

（午後  ０時０３分）  

（休   憩）    

（午後  １時３０分）  

○議長（五味髙明君）   休憩前に引き続き、本会議を再開します。  

 

－－－日程第１２  議案第７３号  令和２年度御代田町住宅新築資金等  

貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１２  議案第７３号  令和２年度御代田町住宅新築資金等

貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。大井建設水道課長。  

（建設水道課長  大井政彦君  登壇）    

○建設水道課長（大井政彦君）   議案書１６ページをご覧ください。  

 議案第７３号  令和２年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算の認定について説明します。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町住宅新築資金等

貸付事業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付し

ます。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の３０６ページ、３０７ページをご覧ください。歳入歳出決算書・款項別

集計表でございます。  

 住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入です。上から順に収入済額を申し上げます。  

 款１県支出金、項１県補助金９万８ ,０００円は、償還推進事業費に対する４分

の３相当の補助でございます。  

 款２繰越金７万３ ,３２６円は、前年度からの繰越額です。  

 款３諸収入、項１貸付金元利収入２０万５ ,７２８円は、貸付金元利収入の現年

分と未償還分です。項２延滞金・加算金及び過料はありませんでした。  

 したがいまして、歳入合計は３７万７ ,０５４円です。  
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 次の３０８ページ、３０９ページをご覧ください。  

 住宅新築資金等貸付事業特別会計歳出です。  

 款１土木費、項１住宅費、支出済額２１万６ ,０００円は、一般会計への操出金

と消耗品、光熱水費等でございます。歳出合計も同じく２１万６ ,０００円です。  

 次の３１０ページをご覧ください。  

 歳入歳出差引額は１６万１ ,０５４円でございます。  

 続きまして、３１６ページをご覧ください。  

 実質収支に関する調書です。  

 １、歳入総額は３７万７ ,０００円です。２、歳出総額は２１万６ ,０００円です。

３、歳入歳出差引額は１６万１ ,０００円です。４、翌年度へ繰り越すべき財源は

ありません。５、実質収支額は１６万１ ,０００円でございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。市村議

員。  

○１２番（市村千恵子君）   議席番号１２番、市村千恵子です。  

 １点、お聞きいたします。この住宅新築資金、国への償還はもう終了となってい

ます。今年度の令和２年度において、７月で最終の納期を迎える方が１人いたとい

うことで、実際は、もう国への償還は終わっていて、今までの滞納者からの元利償

還というか、少しずつ行っていただいているという状況だと思うわけですが、これ

までの滞納件数、そして滞納額、貸付金元利収入が入らなかったため、一般会計か

ら繰り入れての補填をしていたわけで、その繰入れ総額をお願いしたいと思います。  

 滞納者からは、今後も引き続き返済をしていただくということを、毎回お聞きし

ていると、そのようにいくというふうにおっしゃっているんですけれども、現在の

返済状況と解決策についてお聞きします。  

○議長（五味髙明君）   大井建設水道課長。  

○建設水道課長（大井政彦君）   お答えいたします。  

 まず、滞納件数、滞納額、補填のための一般会計からの繰入れ総額でございます

が、令和３年９月１日時点の滞納件数及び滞納額は、宅地取得資金が１５件、

５ ,８５３万７ ,８９７円、住宅改築資金が３件、４８５万９ ,２５７円、住宅新築
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資金が１５件、９ ,９２３万７ ,６４０円でございます。全体では、滞納件数３３件、

滞納額１億６ ,２７７万３ ,５５４円でございます。  

 また、一般会計からの繰入額は昭和４５年から令和２年度までの総額で２億

４ ,４２０万５３円でございます。住宅新築資金等貸付事業特別会計から一般会計

への操出金が令和元年度４７８万１ ,０００円、令和２年度が７万５ ,０００円なの

で、差引きすると、実質的な一般会計からの繰入金の総額は、２億３ ,９３４万

４ ,０５３円でございます。  

 続きまして、現在の返済状況と解決策についてお答えいたします。  

 住宅新築資金等の貸付金については、令和２年７月で最終納期を迎え、現在は新

たな調定は発生しておりません。現在の償還状況は、２名の方が不定期ではありま

すが、宅地取得資金を納付している状況でございます。  

 令和２年度の納付額は合わせて２０万５ ,７２８円でございます。  

 現在抱えている滞納金については、滞納者のステータスを調査しております。具

体的には存否、相続、転出先、当時の賃貸借契約の確認、連帯保証人、登記簿の抵

当権の設定などでございます。今後、滞納者への個別に訪問し、当時の状況や現在

の滞納について話を伺うということを考えているところでございます。  

 いずれにしましても、１３０件は完納しております。残りの３３件の滞納者の取

扱いについては、関係法令や県内市町村から情報を収集したり、研修会等も参加し

たりして、適正に処理してまいりたいというふうに考えております。  

 以上です。  

○議長（五味髙明君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   申し訳ないです。  

 今、特別会計でやっていて、２名の方が少しずつ入ってくるという状況の中で、

この特別会計ということではなく、一般会計に移行している自治体というのも増え

てきているんですけど、当町においては一般会計の移行というのはいつぐらいを考

えているんでしょうか。  

○議長（五味髙明君）   大井建設水道課長。  

○建設水道課長（大井政彦君）   現在のところ、まだしっかりと把握してからどのように

していくかということを考えていきたいと思いますので、今、一般会計にすぐにと

いう、来年からというのは、ちょっと今はここでは決定できているところではござ
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いません。  

○議長（五味髙明君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   終わります。  

○議長（五味髙明君）   ほかに質疑のある方。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１３  議案第７４号  令和２年度御代田町公共下水道事業  

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１３  議案第７４号  令和２年度御代田町公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。大井建設水道課長。  

（建設水道課長  大井政彦君  登壇）    

○建設水道課長（大井政彦君）   議案書１７ページをご覧ください。  

 議案第７４号  令和２年度御代田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について説明します。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付します。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の決算書の３１８ページ、３１９ページをご覧ください。  

 歳入歳出決算書・款項別集計表、公共下水道事業特別会計歳入でございます。上

から順に収入済額を申し上げます。  

 款１分担金及び負担金、項１負担金６ ,５２８万１ ,１００円は、受益者負担金・

分担金でございます。  

 不納欠損額６５２万７００円は、法令に基づく時効消滅によるものでございます。  

 款２使用料及び手数料、項１使用料３億３ ,１００万２ ,４９０円は、下水道使用

料でございます。項２手数料２５万８ ,０００円は、督促手数料と指定工事店の申

請手数料でございます。  

 款３国庫支出金、項１国庫補助金１ ,１９０万円は、社会資本整備総合交付金に
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よる下水道本管工事等でございます。  

 款４繰入金、項１他会計繰入金１億６ ,２９６万５ ,０００円は、一般会計からの

繰入金でございます。  

 款５繰越金３３６万４ ,９３１円は、前年度からの繰越金でございます。  

 款６諸収入、項１延滞金・加算金及び過料３７万９ ,１０７円は、延滞金です。

項２雑入、１万９ ,１００円は、金抜き設計手数料等でございます。  

 款７町債２億５７０万円は、管渠整備に伴う事業債、公営企業会計適用債でござ

います。すみません、資本費平準化債それと下水道事業債、それと公営企業会計適

用債でございます。  

 したがいまして、歳入合計は７億８ ,８８６万９ ,７２８円でございます。  

 次の３２０ページ、３２１ページをご覧ください。  

 公共下水道事業特別会計歳出でございます。上から順に支出済額を申し上げます。  

 款１土木費、項１都市計画費２億２ ,２３０万５ ,０７２円は、処理場の維持管理

に関する経費並びに下水道本管工事及び新築に伴う公共ますの設置工事が主なもの

になります。  

 款２公債費５億５ ,７２６万２ ,０１２円は、起債元金利子の償還金でございます。  

 款３予備費の支出はありません。  

 したがいまして、歳出合計は７億７ ,９５６万７ ,０８４円でございます。  

 次の３２２ページをご覧ください。  

 歳入歳出差引残額は９３０万２ ,６４４円でございます。  

 続きまして、３３４ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。  

 １ 、 歳 入 総 額 は ７ 億 ８ ,８ ８ ６ 万 ９ ,０ ０ ０ 円 で す 。 ２ 、 歳 出 総 額 は ７ 億

７ ,９５６万７ ,０００円です。３、歳入歳出差引額は９３０万２ ,０００円です。

４、翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費、繰越額５５０万円です。５、実質

収支額は３８０万２ ,０００円です。  

 以上のとおり、ご審議をお願いします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  
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－－－日程第１４  議案第７５号  令和２年度御代田町農業集落排水事業  

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１４  議案第７５号  令和２年度御代田町農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。大井建設水道課長。  

（建設水道課長  大井政彦君  登壇）    

○建設水道課長（大井政彦君）   議案書１８ページをご覧ください。  

 議案第７５号  令和２年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について説明します。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付します。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の３３６ページ、３３７ページをご覧ください。  

 歳入歳出決算書、款項別集計表、農業集落排水事業特別会計歳入です。上から順

に収入済額を申し上げます。  

 款１分担金及び負担金、項１分担金２１万５ ,４１８円は、草越・広戸事業組合

の受益者分担金として事業費の７％分と新規加入者の分担金でございます。  

 款２使用料及び手数料、項１使用料８２５万１ ,６６０円は、下水道使用料でご

ざいます。項２手数料２ ,１００円は、督促手数料です。  

 款３繰入金、項１他会計繰入金１ ,８２４万９ ,０００円は、一般会計からの繰入

金です。  

 款４繰越金２１９万４ ,３９９円は、前年度からの繰越金でございます。  

 款５諸収入、項１延滞金・加算金及び過料、それと及び項２雑入の収入はありま

せんでした。  

 したがいまして、歳入合計は２ ,８９１万２ ,５７７円でございます。  

 次の３３８ページ、３３９ページをご覧ください。  

 農業集落排水事業特別会計歳出でございます。上から順に支出済額を申し上げま

す。  
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 款１農林水産業費、項１農地費１ ,０５６万６ ,０７０円は、処理場保守管理委託

料と光熱水費が主なものになります。  

 款２公債費１ ,７３７万２ ,７９４円は、起債元金利子の償還金でございます。  

 款３予備費の支出はありませんでした。  

 したがいまして、歳出合計は２ ,７９３万８ ,８６４円でございます。  

 次の３４０ページをご覧ください。  

 歳入歳出差引残額は９７万３ ,７１３円でございます。  

 続きまして、３４８ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。  

 １、歳入総額は２ ,８９１万２ ,０００円です。２、歳出総額は２ ,７９３万

８ ,０００円です。３、歳入歳出差引額は９７万３ ,０００円です。４、翌年度へ繰

り越すべき財源はありません。５、実質収支額は９７万３ ,０００円です。  

 以上のとおり、ご審議をお願いします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１５  議案第７６号  令和２年度御代田町個別排水処理  

施設整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１５  議案第７６号  令和２年度御代田町個別排水処理施

設整備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。大井建設水道課長。  

（建設水道課長  大井政彦君  登壇）    

○建設水道課長（大井政彦君）   議案書１９ページをご覧ください。  

 議案第７６号  令和２年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について説明します。  

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度御代田町個別排水処理施

設整備事業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付

します。  

令和３年９月２９日  提出  
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御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 決算書の３５０ページ、３５１ページをご覧ください。  

 歳入歳出決算書・款項別集計表、個別排水処理施設整備事業特別会計歳入です。

上から順に収入済額を申し上げます。  

 款１使用料及び手数料、項１使用料５４１万５８８円は、合併処理浄化槽の施設

使用料９９基分でございます。項２手数料１ ,１００円は、督促手数料です。  

 款２繰入金、項１他会計繰入金５６４万４ ,０００円は、一般会計からの繰入金

です。  

 款３繰越金１４１万６ ,６３８円は、前年度からの繰越金です。  

 款４諸収入、項１延滞金・加算金及び過料はありませんでした。  

 したがいまして、歳入合計は１ ,２４７万２ ,３２６円でございます。  

 次の３５２ページ、３５３ページをご覧ください。  

 個別排水処理施設整備事業特別会計歳出でございます。上から順に支出済額を申

し上げます。  

 款１衛生費、項１保健衛生費６４５万３ ,３３０円は、合併処理浄化槽の保守管

理委託料でございます。  

 款２公債費５９０万８ ,８２８円は、起債元金利子の償還金でございます。  

 款３繰予備費の支出はありませんでした。  

 したがいまして、歳入合計は１ ,２３６万２ ,１５８円でございます。  

 次の３５４ページをご覧ください。  

 歳入歳出差引残額は１１万１６８円でございます。  

 続きまして、３６０ページをご覧ください。実質収支に関する調書です。  

 １、歳入総額は１ ,２４７万２ ,０００円です。２、歳出総額は１ ,２３６万

２ ,０００円です。３、歳入歳出差引額は１１万円です。４、翌年度へ繰り越すべ

き財源はありません。５、実質収支額は１１万円でございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  
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－－－日程第１６  議案第７７号  令和２年度御代田小沼水道事業会計  

歳入歳出決算の認定について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１６  議案第７７号  令和２年度御代田小沼水道事業会計

歳入歳出決算の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。大井建設水道課長。  

（建設水道課長  大井政彦君  登壇）    

○建設水道課長（大井政彦君）   議案書２０ページをご覧ください。  

 議案第７７号  令和２年度御代田小沼水道事業会計歳入歳出決算の認定について

説明します。  

 地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令和２年度御代田小沼水道事業会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付します。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 地方公営企業法で定められている決算書は、別冊のとおりではございますが、本

決算書は新会計基準による運用システムに完全移行しているもので、その概要につ

いてはお手元に配付しました別紙資料番号５の令和２年度御代田小沼水道事業決算

状況で説明します。  

 別紙資料番号５をご覧ください。  

 ２、経営成績及び３、資金収支状況については、消費税込みの当初予算額及び決

算額を記載したものでございます。達成率は、当初予算額に対する決算額の比率と

なってございます。  

 公営企業として７年目の業務活動の結果は、１、給水業務に記載のとおりでござ

います。  

 年度末の給水戸数は３ ,５９６戸で、年間有収水量は約８２万ｍ ３でございます。  

 次に２、経営成績を上から順に決算額を説明します。  

 ①営業収益の１億８ ,４０２万４６９円は、主たる営業活動から生ずる収益で、

水道使用量、消火栓管理料等が主なものでございます。  

 ②営業費用の１億５ ,４１１万１ ,８３９円は、主たる営業活動から生ずる費用で、

人件費、受水費、光熱費、修繕費、検針委託料等が主なものでございます。  
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 ③営業利益は、①営業収益と②営業費用の収支で２ ,９９０万８ ,６３０円です。  

 ④営業外収益の２ ,０５３万６ ,６８４円は、金融及び販売活動に伴う収益、その

他主たる営業活動以外から生ずる収益で、基金積立利息、減価償却補助金相当額等

が主なものでございます。これは、過去に水道事業として改良に当てるために受け

た補助金を分割計上するように定められているところによるものでございます。  

 ⑤営業外費用の１ ,３７０万３ ,０２６円は、金融及び財務活動に伴う費用、その

他主たる営業活動に係る費用以外の費用で、企業債利息等がこれに当たります。  

 ⑥経常利益は、③営業利益に④営業外収益と⑤営業外費用の収支を加えたもので

３ ,６７４万２ ,２８８円でございます。  

 ⑦特別利益は該当ありません。  

 ⑧特別損失も該当ありません。  

 したがいまして、⑨当期純利益は、⑥経常利益に⑦特別利益と⑧特別損失の収支

を加えたもので３ ,６７４万２ ,２８８円でございます。  

 以上の経営成績を受けて当年度の資金状況は、３、資金収支状況に記載のとおり

でございます。  

 上から順番に説明しますと、①経常収入の１億８ ,３９５万９ ,３８８円は、給水

費、給水手数料等でございます。  

 ②経常支出の９ ,７６０万６ ,１５６円は、上水給水費、企業債取扱い諸費等でご

ざいます。  

 ③経常収支差額は、プラス８ ,６３５万３ ,２３２円でございます。  

 ④資本的収入の１ ,３７９万８ ,４００円は、新規加入金等でございます。  

 ⑤資本的支出の９ ,７２２万５ ,９４７円は、建設改良費、企業債償還金等でござ

います。  

 ⑥資本的収支差額は、マイナス８ ,３４２万７ ,５４７円でございます。  

 したがいまして、資本的収支はマイナスとなりましたが、営業活動で得た経常収

支のプラスの資金があるため、全体の資金収支はプラスとなっております。  

 以上のとおり、御代田小沼水道事業の決算概要を説明させていただきました。ご

審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  
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（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 以上をもちまして、令和２年度一般会計及び特別会計並びに公営企業会計歳入歳

出決算の認定について、提案理由の説明を終わります。  

 監査委員より審査意見書が提出されております。監査委員より報告を求めます。

泉代表監査委員。  

（代表監査委員  泉喜久男君  登壇）    

○代表監査委員（泉喜久男君）   代表監査委員の泉でございます。ちょっと気管支が弱い

ものですから、マスクしたまま少ししゃべり過ぎると喘息起きますので、すみませ

んがマスク取らせていただき、６月に２度のワクチン注射は済ませておりますので。  

 監査委員を代表いたしまして令和２年度決算審査の結果をここにご報告申し上げ

ます。  

 私と小井土監査委員は、地方自治法第２３３条第２項及び地方自治法第２４１条

第５項の規定によって、町長より審査に付されました令和２年度御代田町一般会計

及び９つの特別会計の歳入歳出決算審査、並びに、令和２年度定額基金運用状況に

関する関係書類の審査を実施いたしました。  

 審査意見書は、御代田町歳入歳出決算審査意見書及び定額基金運用状況審査意見

書としてお手元に配付させていただいております。  

 決算審査意見書は、審査の概要、審査の結果、決算概況、審査についての所見か

ら構成されているところでございます。  

 第３の決算概況につきましては、先ほど来理事者側より、詳細な説明が行われて

おりますので、この部分は省略させていただき、第１、第２、第４についてご報告

させていただきますことをご了承ください。  

 なお、定額基金運用状況につきましても、決算審査に準じた審査を行い、その運

用と管理は適切と判断いたしましたので、同基金の意見書をご参照いただければ幸

いと存じます。  

 第１に、決算審査の概要であります。まず、令和２年度御代田町歳入歳出決算審

査の対象は、御代田町一般会計、９つの特別会計の歳入歳出決算書、及び関係帳簿

並びに証書類で、決算事項明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書が含

んでおります。特別会計の詳細は、決算審査意見書の最終ページの別表に記載して
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ございます。  

 これら審査対象について、第１次的には、去る７月１９日から７月２１日に事務

局による予備審査を行いました。その後、７月２７日から８月５日まで、私と議会

選出の小井土監査委員による本審査を行いました。  

 この審査に当たりましては、歳入歳出決算書及び同附属書類について、１、これ

ら決算書等は法令に準拠して作成されているか。２、決算書等の計数は正確である

か。３、予算の執行は、議会の議決の趣旨に沿って適正かつ効率的になされている

か。歳入歳出に関する事務は、法令に適合し適正になされているか。財産の管理は

適正になされているか、等々の諸点に意を用い、関係諸帳簿及び証書類を試査によ

り照合することといたしました。  

 さらに、決算関連資料の提出を求め、関係者の説明をも聴取し、必要に応じ預金

証書等証券類の実査や金融機関への残高確認を行いました。  

 なお、定期監査及び例月現金出納検査等の結果も併せ考慮して、審査をいたした

ところでございます。  

 第２は、審査の結果であります。ただいま申し上げました審査手続の結果、一般

会計及び特別会計の歳入歳出決算については、次のとおり決算書等は正確かつ適正

に作成されていました。  

 事務の執行についても、おおむね適正に処理されていると認めました。  

 すなわち、第１に決算書等の法令順守と正確性であります。審査に付された一般

会計及び特別会計の歳入歳出決算書並びに関係書類は、いずれも法令に準拠して作

成されており、その計数も正確であると認められました。  

 予算及び事務の執行状況であります。予算及び事務の執行並びに財産の管理など、

財務に関する事務の執行については、おおむね適正に処理されているものと認めら

れました。  

 また、各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸帳簿及び証拠書類

との称号結果も符合しており、いずれも誤りがないものと認められました。  

 なお、町長より審査に付されました地方自治法第２４１条に定めによる運用目的

の、御代田町土地開発基金及び収入印紙等の購入基金につきましても、所定の監査

手続により、その運用と管理は適切であると認めたことを改めて申し上げます。  

 なお、ただいま申し上げました中で、計数に関する部分は正確と、事務に関する
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のがおおむね適正となっていますから、必ずしも全て１００％だったという意味で

はございません。  

 以上が、決算審査の概要と結果についてのご報告であります。  

 なお、例年のことではありますが、課ごとの個別の疑問や問題点については、そ

の都度ご注意申し上げており、その多くは、その後改善されたこともあります。  

 さて、決算審査を行いました過程での、私ども監査委員の全般的所見を申し述べ

させていただくことになりますが、先日、幹部職員を対象に行いました決算審査講

評を援用し、これに代えさせていただきますことをご了承いただきます。  

 なお、皆様先日の選挙により半数の方々が新たに議員になられましたので、簡単

ながら監査委員監査の趣旨を申し上げ、内容的には平成２４年に申し上げたことと

ほぼ同一のものでありますけれども、とりあえずお聞きいただければと存じます。  

 ご高承のとおり、日本国憲法の前文にあるように、国政は国民の信託によるもの

であります。これと同様に、町政は町民の信託によるものである。このため、町政

の任にある全ての関係者は、受託者として信託者である町民に町政の執行結果を説

明する責務、いわゆるアカウンタビリティーがあるわけであります。  

 この説明責任を個別の町民に果たすことは現実的に不可能ですから、町民に選任

された議員が兼務する議選監査委員と、町民の代理人としての識見監査委員へ業務

の執行結果を説明することとなります。  

 信託者たる町民への説明責任を果たすことになっているわけですから、そのため

にも監査委員に対しては、職員等の方々に対し監査委員が質問をしたり、書類の提

出をし、それを調査する権限が付与されているところであります。  

 さて、次に講評に入りますが、講評の第１は滞留債権に関するものであります。  

 ここでいう債権というものは、一般通常、民間でいう債権、あれをしてくれ、こ

れをしてくれというのを債権というんですけど、そういうものではなく、金銭の給

付を目的とする普通地方公共団体の権利をいう、一般に、未収債権のうち支払いが

遅れたものを滞留債権、回収が不可能、または著しく困難なものを不良債権といい

ます。債権には、固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税等の町税と土地の賃貸

料、上水道料金、下水道使用料、墓地使用料等々、いろいろなものがあります。町

民の大部分の方々は、所定の時期に納付したり支払ったりしております。これに対

し、一部の債務者は、納付や支払いが遅延し、いわゆる滞納者になっている。  
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 徴収担当の方々は、それなりに、１年間の努力をしていますが、労多くして成果

少なしというのは現状であります。先日、他町村のホームページを見ていたら、徴

収率０ .５１％という表現がありました。１００万円の貸付金に換算すると、１年

間の徴収努力の結果が５ ,１００円の回収ということになります。  

 改めて中身を見ると、先ほど質問もありましたが、住宅新築資金貸付金でした。

そこで当町の該当箇所を調べると、０ .５１％どころか、０ .１３％でした。この貸

付金は昭和４４年に国策で創設されたもので、どこの市町村にも多額の滞留債権と

いいますか、不良債権、そして計上されているようです。  

 県内のある市の監査委員は、抜本的な回収策を取るべきだと市に求めていました

が、しかしながら、事の性質上、一市町村で解決できる問題ではありません。先ほ

ど申し上げましたように、国策で、それに従って町が動いたということですから、

町独自で解決するのは大変難しいと、町村会を通じて全国的に対処する問題なのか

もしれません。これに対し、町独自で対処すべき債権の一つに上水道料金がありま

す。大口の滞納者もいますが、給水停止により営業を停止したと、事例は聞いたこ

とがありません。多少の納入や納付誓約書の提出で閉栓を免れるからです。これに

ついて、同僚監査委員から、少額の滞納額回収でなく、往年度の納付はもちろん、

計画的に過年度累積滞納額が減少するような納税計画を提示し、これを履行させる

べきだというご意見も頂いております。  

 ２番目は、民法改正に関連することです。  

 町営住宅入居に際しての連帯保証人についての質問に関し、議論がかみ合わない

場面がありました。連帯保証人には保証人と異なり、催告の抗弁と検索の抗弁がな

いことを理解していないようでした。  

 内容については、民法第４５２条と４５３条に規定されていますが、要は、まず

主たる債務者である入居者から支払いを受けるよう要求する権利が連帯保証人には

ないことです。民法は、さきに１２０年ぶりの大改正が行われ、連帯保証人制度に

ついてもこの４月から施行されています。極度額のない従前の連帯保証がなくなり、

実務への影響も大きいと言われています。令和２年度の決算審査でもあり、連帯保

証人への支払い請求については深入りしませんでした。行政事務に法律知識が不可

欠であることは常日頃から申し上げているところですが、ぜひとも法律の基本知識

についての庁内研修を実施し、事務効率の向上に努められることをお願いします。  



５０ 

 行政事務を執行する上で、民法第一編総則に関する知識が必要であることについ

ては、過去においても申し述べたところであります。令和２年度は、新型コロナ関

連で多くの補助金がありました。補助金の申請書類を見ていると、個人名で申請し、

補助金の振込先が法人というのがありました。これなどは申請書をチェックする際

に、自然人と法人という民法の基本を理解していないことによるのではないでしょ

うか。  

 第３は、契約書について申し上げました。  

 決算審査の過程で見た契約書に、管轄裁判所に関する条項がありました。ソフト

のレンタルに関する契約ですが、相手方の本社が宮城県仙台市でいた。管轄裁判所

は横浜地方裁判所という記載がありました。管轄裁判所とは、民事訴訟法第１１条

第１項に「当事者は、第一審に限り、合意により管轄裁判所を定めることができ

る」と規定があります。通常の訴訟は、被告の住所地を管轄する裁判所であります

が、法人の場合は、契約に関係する本支店や営業所の所在地になります。契約は、

相互互恵と平等を基本に契約内容が定められますが、町に一方的な不利益な内容は

避けるべきです。この契約の相手方弁護士が横浜市にあることから、このような文

言が書かれたのかもしれません。横浜地方裁判所と当町では、普段聞きなれない裁

判所名ですので、契約担当者は自己判断することなく、同僚や上司と相談するべき

ではないでしょうか。本件が訴訟となった場合には、当町の顧問弁護士は横浜まで

出向かなければなりません。当然に、費用と時間がかかることになります。  

 工事請負契約など定型約款による契約締結の慣行がある場合はともかく、相手方

の独自の契約文を安易に受け入れるべきではありません。なお、一般に契約書の末

尾に「上記契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自

その１通を保有する」と記載するのが通常です。決算審査では、重要と思われる契

約書を点検しますが、町の所有する契約書に町長印が押されていないものがありま

した。これには二つの問題があります。一つは、甲乙記名押印がなされていないの

で、契約が成立していないのではないかと。もちろん、後から押しても追認すると

いう方法もあろうかとは思います。それから、監査委員に契約書を見せるというこ

とは分かっているわけですから、提示する前に、事前に触っておいたほうがいいか、

問題はないかということを、あらかじめ目を通しておくべきではないでしょうか。  

 ７つの所見のうちの４番目として、記録の目的についてもお話ししました。  
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 当町の歳出について見ると、年間、約２万５ ,０００通の帳票類があります。こ

れらの文書は、文字または数字によって事実を記録します。記録は事実そのもので

はありませんが、記録から事実が推察されなければなりません。多少、理論めきま

すが、事実そのものは「本体」、記録を「写体」と言いますが、記録された「写

体」から事実そのものである本体を推察されなければ正しい記録とは言えません。

ちなみに、決算審査の帳票の中にカーブミラーの設置に関するものがありました。

設置場所は西軽井沢区とのことでした。実際に、西軽井沢区のどこに設置したので

しょうか。この「写体」からどこに設置したかを推察することはできませんから、

記録としては妥当であるとは思われません。さらには、地下道照明修繕というのが

ありました。修繕場所は御代田町でした。御代田町がオーダーするんですから、当

然、御代田町のどこかに違いないんです。これでは記録として将来残す意味があり

ません。なお、ちなみに地下道と言われると、御代田町は何か３か所ぐらいあるそ

うです。だから、３か所のどこかだったんでしょう。それにしても、塩野のほうと

か駅の近くであるとか、そういうふうに全然、全く別のところですから、地下道照

明修繕では特定できません。さらに、この帳票には多くの方が押印をしております。

多分、下から上がってきた書類に判を押す、ちょっと問題あるんじゃないかなと思

っても、既に判を押されたものに対してちょっと気を使って、いわゆる最近の言葉

で言えば、忖度をして文句を言わずに自分も押したんだろうと思いますけれども、

やっぱりそういう場合には注意することが上司としての役割ではないでしょうか。  

 ５番目は、非常時備蓄品についてでありました。  

 最近は、何十年に一度のとか、想定を超える豪雨のような表現が使われることが

少なくありません。このことから、令和２年度末時点で規定緊急避難場所にどのよ

うな防災用品と非常飲食料が保管されているかについて質問をいたしました。防災

備蓄品は次のような場所にあるとのことでした。役場裏の大きなコンテナ、役場裏

の小型コンテナ、社会福祉協議会のどこかにあるそう、エコールみよたにもどこか

あるそうです。南小学校の裏の備蓄倉庫、ウサギ小屋の隣にありましたかね。それ

から、南小学校の体育館に倉庫があるそうです。それから、北小にも何か備蓄分が

あると。同じように、北小学校の体育館の倉庫に備蓄品があるそう。一応、中身の

説明は受けてあるから。これらに配置されている備蓄品の内容と数量が妥当か否か

は別として、町の指定避難場所は３６か所あるそうです。その大部分に町としての
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非常時防災備蓄品が８か所ですから、あとの２８か所にはないということになりま

す。これでは町民の生命と財産を守るという町の方針と矛盾しないでしょうか。自

助、共助、公助といいますけれども、緊急避難時に自宅の災害用備蓄品を持ち出す

ことができるとは思われません。共助として、公民館が災害用備蓄品を備えるよう、

町は普段から各区に指導しているのでしょうか。最低限の備蓄品は町が公助として、

指定避難所であるこの３６か所に配置するべきではないでしょうか。  

 また、この町の現状だけでなく、よその実情を知るという意味では、内閣府の防

災ページ、その他外部の情報もときどき目を通すことで、世間の対応を見ることが

必要ではないでしょうか。もちろん、内閣府の防災のページを見ると、東京、港区

の大きなビルのあるフロアに備蓄品がたくさん入っているのがありますが、とても

当町では対応できるようなものではありませんけれども、参考にはなるのではない

でしょうか。  

 ただ、今申し上げたことは、人間生活における飲食等のインプットに関すること

ですが、過去の災害例などを見ると、当然ながらアウトプットに関連する施設、単

純にいえばトイレのことですけど、という施設についても備蓄品同様、不可欠な範

囲をお願いしたいと思います。  

 ６番目は、整理整頓に関することです。  

 先日行った決算審査の席上、多くの関係者が担任業務に関する法規集を持参され

ていました。〇〇小六法とか、いろいろなその仕事に応じて、いろんな法規集があ

ります。その場で開くか否かは別にして、大いに推奨される行為であると感じたと

ころであります。ここの新庁舎に移転してから、必要以上に机の上の整理が標榜さ

れ、法令集や例規集、さらに参考資料も身近に置かない傾向がうかがわれるのはい

かがなものかと感じていました。  

 さて、机の上の整理と言いましたが、改めて整理整頓について考えてください。

整理とは、必要なものと不必要なものを区分すること、整頓とは、整理した必要な

ものを適正に使いやすく配置することを意味します。したがって、何でもかんでも

机の上から排除して書庫等に入れることではありません。共用事務用品までしまい

込むのは整理整頓ではありません。職務上、必要な法令集はいつでも利用できる手

短なところに置くのは、何ら整理整頓に反することではないと思います。  

 ２０年以上前から、トヨタ自動車の生産部門では見える化を推進し、業務の効率
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向上に資することとしているようです。例えば、当初はトラブルが発生するとブ

ザーが鳴ったようです。その後、赤ランプになったり、さらにはそのランプの上で、

トラブルの内容が大ざっぱながら分かるようにしたそうです。我々、自分の分でも

必要以上に法規集や参考資料をしまい込む見えない化は、事務効率に資するもので

はありません。業務に精通すればするほど、法規集や参考資料を常時手元に置くの

ではないでしょうか。皆さんの再考をお願いしました。  

 以前にも、法制審議会、いわゆる法律のプロの会合の場合に、有資格の大六法全

書が各自の前に必ず置いてあります。このように、使う、使わないは別として、常

に手元に置くという習慣が必要なんじゃないでしょうか。  

 最後、７番目は、自立性に関することにお話ししました。  

 教育委員会の決算審査の前に、教育基本法を見ていました。同法の第２１条に

「子供の教育に当たっては、自立の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、

その発展に寄与する態度を養うこと」とても小中学生に理解できるような文言では

ありませんけど、大変立派なことが書いてありました。この自立性について、はて

なと、何かで昔も読んだ、最近も読んだぞということを思い出しました。その第

１は、経営組織論に関する、５０年ほど前、昭和４４年発刊の本でした。その本の

冒頭、一番最初に「人間生活の向上は、その行動における自立性の高さではかられ

る。そして、人間の持つ自立性の程度は、その計画性の程度を左右し、具体的には

計画の内容や方法として表れていること」ということで、計画行政と言われる職員

の皆さんにとって、この自立性、大変大切なものだということが書かれていました。

また、最近読んだ全く別の分野、行政学という法律の、著書の、こちら最終ページ

です。一番最後が次の文章で締めくくられていました。「行政職員が直面するジレ

ンマのうちでも、殊に深刻なのは、直近の上司から下された指示・命令が、己の信

条・体験に著しく相反している、到底承服し難いようなときであろう。これに対す

る抵抗の手段と選択を律するのが自律的責任である。」と。先ほど、机の上は整理

しろと、一律何でもかんでもしまい込めと言われて、はいはいと言うのはいいか、

そこには自立性がないのではないかと思います。ちなみに、最初の出だしから書か

れていたというのは、松田武彦という、当時、東京工業大学の教授で、戦前の

１９４３年に東京大学工学部を卒業された方。本の一番最後に書いてあったという

この行政学の著者は、１９６１年に東京大学法学部を卒業されている。専門分野は
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全く別の方でございます。  

 さて、ここでいう自立性、あるいは自立的では、どういう見合いでしょうか。自

立性とは、上司や同僚から言われたことだけをこなすのではなく、それぞれ自ら考

えて、付加価値を生み出すための行動が取れる能力を指します。しかし、最近は上

司や同僚のみならず、ソフトからでも自立的脱却が必要なのではないでしょうか。

例えば、基礎知識がなくても財務ソフトの導入により、決算書等はできます。いわ

ゆる決算書作成しろというところは、ポンと押せば、ばたばたと出てきた。出来上

がった後の中身は理解できなくても、そういうものはできると。アウトプットされ

たデータそのものは、内部報告とかするようではソフトにコントロールされている

ことになるのではないでしょうか。当該データを状況主体に報告する必要がある場

合でも、内部報告書は分かりやすく修正する自立性を発揮するべきでありましょう。  

 ちなみに、法律の一番下の規則のところなんかに、その会計様式の決算書の書式

が細々出ていますが、これは市町村から、大きい市から小さな村まで対応できるよ

うに物すごい勘定科目が羅列されて、ところがソフト屋さんはそれに全部対応しな

きゃいけないから、打ち出すときには、ゼロ、ゼロ、ゼロで出てくるのは、そんな

物は町長にいったら見るのも面倒くさい。だから、そこは町に合ったようにアレン

ジメントして資料を造るべきだろうと。  

 仕事の上では、物事は批判的に考えて判断をする。それを言葉で周りの人に伝え

るという能力、言われたことだけをやる、先ほどの自立性に対する他律性では、自

立性の向上には結びつかないのではないか。ぜひとも自主的な、自立的な学習を

日々努められることを、職員の皆様が努められることをお願いしたところでござい

ました。  

 以上をもちまして、一般会計等の決算の審査の報告の講評でありますけれども、

これは先ほどの資料に関しては、６７から７６までの決算説明会がありましたけど、

これに関する部分である。７９、公営企業会計に関する部分を次に申し上げたいと

思います。いわゆる水道事業に関する部分は別扱いになっているんですね。通常の

決算は収支会計、現金が入ったか入らないかというんですけど、水道は未収入金と

か未払い金とかいうのを上げる。会計システムが違うということで別扱いになって

おります。  

 令和２年度御代田町小沼水道事業歳入歳出決算審査意見書を申し上げます。  
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 町の水道事業は、平成２９年度から公営企業体として運営され、７年が経過しま

した。公営企業会計には、一般の出納整理期間は４月、５月、出納整理が２か月ご

ざいますけれども、水道事業はそれはありません。このことから、私ども監査委員

は７月に水道事業決算審査を担任しました。  

 決算審査に当たりましては、一般会計の決算審査手続に準ずるとともに、特に発

生主義会計の面から、決算整理事項に審査の重点を置きました。御代田小沼水道事

業につきましては、毎月の月次出納検査の際の月次損益を含む事業概況の説明を受

けており、これら諸業法をも参考に決算審査を行ったところであります。  

 その結果、第１に決算書等の法令遵守と正確性であります。  

 審査に付された御代田小沼水道事業決算書並びに附属書類は、いずれも法令に準

拠して作成されており、その計数も正確であると認められました。  

 第２は、予算及び事務の執行状況であります。  

 予算及び事務の執行、並びに財産管理など、財務に関する事務の執行については、

おおむね適正に処理されているものとのことであります。ここも先ほどのと同じに、

１００点ではありませんよという意味。また、各基金の運用状況を示す書類の計数

についても、関係諸帳簿及び証拠書類との照合結果も符合しており、いずれも誤り

がないと認められました。  

 決算審査の結論は、ただいま申し上げたとおりでありますが、規則また決算概況

について、先ほどの建設課長と重複する部分もありますが、簡単にご説明いたしま

す。  

 公営企業として、令和２年度の業務活動の結果は、年度末の給水戸数は１ ,５９６戸

で、前年度８９戸の増、その年間総配水量は１０３万２ ,０００ｍ ３で、近年のア

パートの新設による小口ユーザーの増加はあるものの、有水給水量は期待するほど

伸びておりません。  

 営業成績は、営業収益が１億６ ,７７８万円に、当期純利益が３ ,３３８万円で、

前年比増収増益となりました。このような経営成績ではありましたが、最近、一般

企業で注視されているキャッシュフロー、お金のことです。営業収支はプラス、資

本収支はマイナスとなりました。しかし、資本収支のマイナスは営業収支の基金で

保留されており、基金残は前年比１００万円の増加となり、基金面での問題はあり

ませんでした。ただ、投資活動に資金のフローが少ないということは、長期的に見
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て必ずしも望ましいことではないかと言えるようにすべきではないでしょうか。後

のほうになって、どかんと大きな工事が降ってくる可能性がある。そういう意味で

いったら、水道管が地下に埋まっていますので、現時点、どこが悪いというのはな

かなか推察できないので、難しいところがあろうかと思います。  

 さて、次に御代田小沼水道事業会計の決算審査を終えての所見を、４点ほど簡単

に申し上げます。  

 第１に、発生主義に関することです。  

 企業会計は、年度末に未収収益や未払い費用を計上しますが、受取利息や支払利

息は３月末の２０日前後、決算期直前が計算期間の末尾となっておりますので、未

収利息、未払い利息ともに少額であるため、現金主義により処理しております。こ

のことは、重要性の原則と継続性の原則から任用されると考えております。  

 第２は、水資源の効率化の面であります。  

 貯槽給水量の全てが有水、お金を頂ける、有水水量となることが理想ですが、い

ろいろな原因で漏水があり、全ての給水量が収入に結びつくわけではありません。

当年度の有水量は８０％弱ですが、前年比１１％向上しております。数年前は

６６％ぐらいだったと思います。しかし、漏水等の原因は不明なので、今後もこの

２０％部分、漏水の原因追求に努められることを要望した次第でございます。  

 第三は、利益の問題です。  

 ３ ,３００万円の利益があるなら、水道料金を下げたらどうかという見方もあり

ますが、水道事業の利益は、一般企業のように配当や役員賞与の原資となるもので

はなく、将来の施設の更新と充実に充てるための原資である。将来を見据えた場合

に、現状で満足することなく、さらに企業努力をお願いしたいと思います。ちなみ

に、佐久水道事業団の前年度の利益は８億５ ,２００万円。御代田と雲泥の差、も

ちろんスケールは違いますけど。  

 最後に、報告資料について申し上げます。  

 別冊、決算書は、法廷の書式を重視することにより作成されていることもあり、

事業概況の一覧性に欠けることもあるので、外部提出資料と内部報告資料と使い分

ける、さらに努力されるよう希望する次第である。あの決算書は、いわゆる水道事

業の専門の決算書ですから。私は高校が商業学校でしたし、大学も商学部で税理士

の試験も通っています。それから、会社でも経理課長、その他いろいろ。その私が
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見たって、ぱっと見て理解できにくい、そのぐらい専門的なものですから、それを

内部で見る場合には、内部で分かるような形にしていただきたいなと。例えば御代

田町は、この水道事業は御代田町全部をカバーしているわけではありません。半分

以上になりますかね、佐久水が担任しているから。そうすると、この決算書の余白

ページに御代田町の地図描いて、ここが我々の仕事の範囲ですよというような、給

水地域を明示したり、少しでも分かりやすく資料は作るようにお願いしたいという

ことを関係者にお願いしたところであります。  

 以上で、令和２年度御代田小沼水道事業歳入歳出決算審査の概要と監査の所見で

あるが、先ほどの一般会計共々、長らくご清聴いただきありがとうございました。  

○議長（五味髙明君）   以上で、代表監査委員からの報告を終わります。  

 この際、暫時休憩をします。開始時間はブザーにてお知らせします。  

（午後  ２時５０分）  

（休   憩）    

（午後  ３時０４分）  

○議長（五味髙明君）   休憩前に引き続き、本会議を再開します。  

 

－－－日程第１７  議案第７８号  令和３年度御代田町  

一般会計補正予算案（第５号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１７  議案第７８号  令和３年度御代田町一般会計補正予

算案（第５号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の２１ページ、お願いいたします。  

 議案第７８号  令和３年度御代田町一般会計補正予算案（第５号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和３年度御代田町一般会計補正予

算（第５号）を別冊のとおり提出する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ２４ページ、お開き下さい。  

 令和３年度御代田町の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。  
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 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億９ ,０２３万５ ,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６８億１ ,９４５万４ ,０００円

とする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 （地方債の補正）  

 第２条  地方債の追加は、第２表地方債補正による。  

 次の２５ページからの第１表、歳入歳出予算補正につきましては、本日配付して

おります資料番号３で説明させていただきます。  

 それでは、歳入です。  

 款１１地方交付税、項１地方交付税です。補正額１億６ ,１３２万６ ,０００円で

す。こちらは普通交付税交付額の決定による増額になります。  

 款１５国庫支出金、項２国庫補助金です。補正額８ ,０７５万１ ,０００円です。

こちらにつきましては、来年開設予定の未満児の小規模保育所整備交付金、こちら

について、５ ,４７０万１ ,０００円の国庫補助金を見込んでおります。その下の新

型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金、こちらについては、ワクチン

接種事業に対する補助金の増額で、２ ,２５９万６ ,０００円の増額を計上してござ

います。  

 款１６県支出金、項２県補助金です。補正額８６８万８ ,０００円です。こちら

は子育て支援総合助成金事業補助金８００万ということで、こちらが小規模保育園

任意に対する県の補助金になります。  

 続きまして、款１９繰入金、項１基金繰入金です。１ ,５１５万３ ,０００円の増

額をお願いしております。こちら令和２年度のふるさと納税寄附金、こちらの決算

確定によりまして、ふるさと創生基金からの繰入金、今年度分を確定し増額するも

のでございます。  

 款２２町債につきましては、２ ,３００万円の増加をお願いしまして、地方道路

等整備事業債、こちらの追加を予定してございます。  

 歳入合計２億９ ,０２３万５ ,０００円となっております。  

 続いて、裏の歳出、お願いいたします。  



５９ 

 款３民生費、項２児童福祉費です。７ ,４６０万７ ,０００円の増額をお願いして

おります。こちら繰り返しになりますが、小規模保育所の整備交付金としまして

６ ,１５３万８ ,０００円、国庫補助金で頂いた分と町からの補助金、あわせまして

この額になります。それから、次の８００万円につきましては、県の補助金を、ま

たそれを補助として支出するものでございます。  

 款４の衛生費です。項１保健衛生費です。２ ,５１１万３ ,０００円の増額をお願

いしております。こちらは新型コロナウイルスワクチン接種事業委託料ということ

で、派遣看護師、スタッフですとか、そういった接種事業に対する委託料の増額で

２ ,１７２万９ ,０００円、お願いしております。それから、二つ下になります。イ

ンフルエンザワクチン予防接種費用補助金としまして、小中学生のワクチン接種に

対しまして、１０５万円の補助を予定しております。  

 続いて、款６農林水産業費の項１農業費です。２ ,３７１万２ ,０００円の増額で

ございます。こちらは国の強い農業・担い手づくり総合支援交付金、こちらを活用

した佐久浅間農協の野菜加工施設の増設、そういったものに対しまして、町の補助

を２ ,３７１万２ ,０００円行うものでございます。  

 款８土木費、項２道路橋梁費です。こちらは２ ,６８０万円の増額をお願いしま

して、資料にある３路線の道路改良を予定してございます。  

 続きまして、款１０教育費です。教育費につきましては、今年度の備品購入、そ

れから委託業務、こういったものの完了したものがありまして、それに伴う減額が

主なものでございます。  

 最後、款１４の予備費につきましては、１億３ ,９９８万８ ,０００円の増額とし

まして、歳入歳出を調整しております。  

 歳出合計で２億９ ,０２３万５ ,０００円の増額補正をお願いしております。  

 予算書に戻りまして、予算書の２８ページ、お願いいたします。  

 第２表、地方債補正です。  

 追加としまして、起債の目的は、地方道路等整備事業債でございます。限度額は

２ ,３００万円でございます。  

 起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりとしております。  

 説明は以上になります。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  
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 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。池田議

員。  

○１０番（池田るみ君）   議席番号１０番、池田るみです。２件について質問をいたしま

す。  

 議案書のページ、３８ページ、款３民生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務

費、説明欄のほうの０３０の０１、１８０５０、保育所等整備交付金６ ,１５３万

８ ,０００円と地域型保育事業設置促進事業補助金８００万円について、町長より

招集の挨拶でもありましたが、詳細もお願いいたします。  

 もう１件が、ページ、４３ページ、款６農業水産業費、項１農業費、目３農業振

興費、説明欄の０１０、０１の１８０５０の農業振興事業補助金 ２ ,３７１万

２ ,０００円、こちらについても、町長より招集挨拶でありましたが、詳細をお願

いいたします。  

○議長（五味髙明君）   柳沢町民課長。  

○町民課長（柳沢俊義君）   それでは、私からは議案書３８ページ、保育所等整備交付金

につきまして、ご説明いたします。  

 午前中の町長の挨拶、また、先ほどの企画財政課長の説明でもありましたが、よ

ろしくお願いします。  

 こちらは令和４年度開設予定の小規模保育事業所２園の建設費用に対する補助金

でございます。内訳でございますが、アンジュール保育園が２,６２８万９ ,０００円、

おおきくなあれ保育園みよたが３ ,５２４万９ ,０００円でございます。この補助金

に対する補助率でございますが、国が３分の２、町が１２分の１、残りが事業所負

担となります。  

 次に、地域型保育事業設置促進事業補助金８００万円でございますが、こちらも

新設の小規模保育事業所２園の建設費用に対する長野県単独事業の補助金でござい

ます。建設基準額に対しまして、８分の１以内の補助金でありまして、１園につき

最高４００万円となっております。予算につきましては、それぞれの保育園、２園

ありますので、最高４００万円ずつを補助する予算となっております。  

 以上です。  

○議長（五味髙明君）   金井産業経済課長。  

○産業経済課長（金井英明君）   農業振興事業補助金２ ,３７１万２ ,０００円の内容につ
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いて説明いたします。  

 こちらの振興事業補助金につきましては、佐久浅間農業協同組合が実施いたしま

す基幹施設の導入計画に対して、国の強い農業・担い手づくり総合支援交付金が本

年８月に採択となりまして、御代田町農業振興事業補助金交付要綱に基づきまして

補助をいたします。本交付金は、産地の収益力強化と担い手の経営発展のため、中

心的な役割を果たす農業団体等が実施する基幹施設の導入を支援するものであり、

佐久浅間農業協同組合では、野菜加工施設の再編計画に基づき、現在の小沼、馬瀬

口の２か所に点在していた野菜加工施設を小沼１か所に集約いたします。既存の野

菜加工センターを増設するとともに、新たにカット野菜の原料を保存する冷蔵施設

と加工用の冷蔵設備を導入する計画となっております。  

 導入する基幹施設の事業費は、８億６ ,９４４万円から国庫補助４５ .５％に当た

ります３億９ ,５２０万円を差し引いた額に対して、５％に当たる２ ,３７１万

２ ,０００円を補助いたします。  

 説明につきましては以上です。  

○議長（五味髙明君）   池田議員。  

○１０番（池田るみ君）   終わります。  

○議長（五味髙明君）   ほかに質疑のある方。市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   議席番号１２番、市村千恵子です。  

 今、ちょっと質疑あったわけですけど、ちょっとお聞きしたいわけですが、

３８ページの、先ほど民生費の款３民生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務費

ということで、その保育所整備交付金ということで、建設に対する補助だというこ

とで内容は理解したんですけど、その２園の設置場所はどこになるのかをお願いし

たいです。どこに造られるのかというのがちょっと１点、お聞きします。  

 もう一つが、ページ、４４ページになります。  

 款８土木費、項２道路橋梁費、目２の道路維持費の町道維持補修工事２ ,６８０万

円の３路線ということでありましたけれども、ちょっとその内容、延長ですとか幅

員ですとか、そこら辺の内容をお願いいたします。  

 ちょっと、これ、目２ではなかったので大変申し訳ないんですけど、令和３年度、

先ほどでも質問のときに決算で出ているわけですが、３年度、その当初予算整備計

画でありました向原の橋ですよね、カーリング場、上っていったところの。そこら
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辺の進捗状況というのはどうなっているでしょうか。その点、お願いします。  

○議長（五味髙明君）   柳沢町民課長。  

○町民課長（柳沢俊義君）   設置場所でございますが、まず、アンジュール保育園につき

ましては、三ツ谷地籍の中にありますキョウショクさんという会社がございますが、

その付近でございます。もう一個、おきくなあれ保育園みよたでございますが、塩

野地籍に建設予定です。大谷地鉱泉さんを西側に少し行ったところで建設予定でご

ざいます。  

 以上です。  

○議長（五味髙明君）   大井建設水道課長。  

○建設水道課長（大井政彦君）   お答えいたします。  

 ページ、４４ページの款８土木費、項２道路橋梁費の関係でございますが、町道

維持補修工事につきましては、先ほど町長の冒頭の挨拶にもございましたが、３本

の町道の工事費２ ,６８０万円を見込んでございます。１本目は、浅間サンライン

から清万橋を渡り、一里塚のベバリーヒル別荘地の北側に至る清万２号線の舗装修

繕工事で、舗装幅が２ .５ｍ、延長が１００ｍでございます。２本目は、児玉区内

の県道借宿小諸線、杉の子幼稚園前の交差点、南側から有限会社オリオン精機前を

経由し、飯綱タウン西側を通る飯綱鶴巻線の舗装修繕工事で、こちらは舗装幅が

４ｍ、延長が３５１ｍでございます。３本目は、西軽井沢地区の七口池北川を通る

東台１１号線、こちらも舗装修繕工事でございますが、舗装幅 ３ .５ｍ、延長

２９７ｍを整備します。  

 向原橋の進捗状況につきましては、本年度は橋の上側の部分のみの工事として、

７月に発注済みとなっておりますが、舗装打ち換え、路面防水工、伸縮装置補修工

の工事内容で、１１月末までに完了する予定でございます。鉄道の軌道空間に影響

する橋の下側の部分でございますが、こちらは来年度に考えてございます。  

 以上でございます。  

○議長（五味髙明君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   終わります。  

○議長（五味髙明君）   ほかに質疑のある方いらっしゃいますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  
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－－－日程第１８  議案第７９号  令和３年度御代田財産区特別会計  

補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１８  議案第７９号  令和３年度御代田財産区特別会計補

正予算案（第１号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の４８ページ、お願いいたします。  

 議案第７９号  令和３年度御代田財産区特別会計補正予算案（第１号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和３年度御代田財産区特別会計補

正予算（第１号）を別冊のとおり提出する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ５０ページ、お開きください。  

 令和３年度御代田財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１７４万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１ ,４３２万４ ,０００円とする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに、補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 今回の補正予算の内容につきましては、令和３年８月２４日開催の御代田財産区

管理会で合意を得たものでございます。  

 次の５１ページ、お願いいたします。  

 第１表、歳入歳出予算補正です。  

 歳入についてです。  

 款３繰越金、項１繰越金でございます。補正額１７４万円で、令和２年度からの

繰越金になります。  

 歳入合計、同額の１７４万円でございます。  

 次の５２ページ、お願いいたします。  
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 歳出になります。  

 款２予備費、項１予備費でございます。こちらに１７４万円を増額しまして、歳

出合計、同額の１７４万円の増額補正を計上してございます。  

 説明は以上になります。ご審議をよろしくお願いします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１９  議案第８０号  令和３年度小沼地区財産管理特別会計  

補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第１９  議案第８０号  令和３年度小沼地区財産管理特別会

計補正予算案（第１号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の５７ページ、お願いいたします。  

 議案第８０号  令和３年度小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第１号）につ

いて  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和３年度小沼地区財産管理特別会

計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 議案書の６０ページ、お願いいたします。  

 令和３年度小沼地区財産管理特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１４０万７ ,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４３５万１ ,０００円とする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分、及び当該区分ごとの金額、並びに、補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  
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 こちらの補正予算につきましては、令和３年８月２４日開催の小沼地区財産管理

委員会、こちらのほうで合意を得たものでございます。  

 次の６１ページ、第１表、歳入歳出予算補正、お願いいたします。  

 最初に、歳入でございます。  

 款３、項１繰越金でございます。補正額１４０万７ ,０００円の増額で、こちら

令和２年度からの繰越金でございます。  

 歳入合計、同額の１４０万７ ,０００円です。  

 次の６２ページ、お願いいたします。  

 歳出です。  

 款２、項１予備費です。こちら補正額を１４０万７ ,０００円増額しまして、歳

入合計、同額の１４０万７ ,０００円としております。  

 補正の内容の説明については以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２０  議案第８１号  令和３年度御代田町国民健康保険事業勘定  

特別会計補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２０  議案第８１号  令和３年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計補正予算案（第１号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。阿部保健福祉課長。  

（保健福祉課長  阿部晃彦君  登壇）    

○保健福祉課長（阿部晃彦君）   議案書の６７ページ、お願いいたします。  

 議案第８１号  令和３年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案

（第１号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和３年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 
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 ７０ページをお願いいたします。  

 令和３年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７ ,１１８万６ ,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億５５２万４ ,０００円とする。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 ７１ページをお願いいたします。  

 第１表、歳入歳出予算補正。  

 歳入でございます。  

 款１、項１国民健康保険税、補正額２ ,０４８万７ ,０００円の減額でございます。

当初課税による調定額の確定に伴い、減額となっております。  

 款３国庫支出金、項１国庫補助金４８４万１ ,０００円の増額でございます。コ

ロナ禍における特定保健指導等を適切に実施するために新設されました、特定保健

指導推進事業補助金、こちらの計上が主な増額の理由となっております。この補助

金につきましては、令和２年度の繰越しを財源としておりますので、令和３年度に

限っての補助を行っております。  

 款４県支出金、項１県補助金４５４万８ ,０００円の減額でございます。保健指

導事業交付金の交付対象経費、こちらが改正されまして、正規職員の給与が非該当

となってしまいました。会計年度任用職員の給与は対象であるため、そちらに切り

替えるとともに、差額について減額をするものでございます。  

 款６繰入金、項１他会計繰入金３８６万８ ,０００円の減額でございます。こち

らは令和３年度普通交付税の算定結果に基づきまして、額が確定しました財政安定

化支援事業繰入金、こちらの減額と、交付対象経費の改正に伴い、保健指導事業交

付金の対象外となった職員給与に対する職員給与等繰入金、こちらの減額となって

おります。  

 款７、項１繰越金、令和２年度決算確定に伴まして、９ ,５２４万８ ,０００円の

増額でございます。  

 歳入合計７ ,１１８万６ ,０００円の増額補正となっております。  
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 ７２ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  

 款１総務費、項１総務管理費、補正額４７万８ ,０００円の減額でございます。

こちらは予定していましたシステム改修が不要となったための減額でございます。  

 款３国民健康保険事業費納付金、こちらは財源の変更となっております。  

 款４保険事業費、項１特定健康診査等事業費２８７万９ ,０００円の増額でござ

います。主に歳入でもご説明しましたが、保健指導事業交付金の交付対象経費の改

正に伴いまして、対象となります会計年度任用職員の給与を一般会計から組み替え

る内容の補正となっております。  

 項２保健事業費６７３万４ ,０００円の減額でございます。こちらも交付金の交

付対象経費の改正に伴いまして、人件費１名分を一般会計に組み替えるための補正

となっております。  

 款６、項１基金積立金７ ,０００万円を増額し、基金に積み立てるものでござい

ます。  

 款７、項１予備費５５１万９ ,０００円の増額となっております。  

 歳出合計７ ,１１８万６ ,０００円の増額補正でございます。  

 説明につきましては以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２１  議案第８２号  令和３年度御代田町介護保険事業勘定  

特別会計補正予算案（第２号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２１  議案第８２号  令和３年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計補正予算案（第２号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。阿部保健福祉課長。  

（保健福祉課長  阿部晃彦君  登壇）    

○保健福祉課長（阿部晃彦君）   議案書の８１ページをお願いいたします。  

 議案第８２号  令和３年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第
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２号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和３年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計補正予算（第２号）を別冊のとおり提出する。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ８４ページをお願いいたします。  

 令和３年度御代田町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４ ,１４４万９ ,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億９ ,５３２万３ ,０００円とす

る。  

 ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 ８５ページをお願いいたします。  

 第１表、歳入歳出予算補正。  

 まず、歳入でございます。  

 款４国庫支出金、項２国庫補助金、補正額２２万４ ,０００円の増額でございま

す。包括支援センターで関わっています高齢者の方から、包括で使ってほしいとご

寄附を頂きました。検討の結果、支援システムと訪問先への持ち出しの可能なパソ

コンを購入することとしてございます。総事業費は寄附金額を超えておりますけれ

ども、超過分を地域支援事業に組み込むことで、国、県の負担を得ることができる

ことからの増額となっております。国庫負担分としましての増額でございます。  

 款６県支出金、項１県負担金１５８万円の増額でございます。こちらは介護給付

費県負担金確定に伴います、追加交付分となっております。  

 項２県補助金１１万２ ,０００円の増額でございます。こちらは国庫同様、寄附

金に関連するシステム購入等の県負担分の計上となっております。  

 款８繰入金、項１他会計繰入金１１１万２ ,０００円の増額でございます。寄附

金に関連するシステム購入等の町負担分の１１万２ ,０００円と、一般会計で受け

ました寄附金１００万円の計上でございます。  



６９ 

 款９、項１繰越金、令和２年度決算確定に伴い、３ ,８４２万１ ,０００円の増額

でございます。  

 歳入合計４ ,１４４万９ ,０００円の増額となっております。  

 ８６ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  

 款２項１保険給付費、補正額１４万円の増額でございます。特定入所者介護予防

サービス費の増額で、利用者の増に伴うものでございます。  

 款３地域支援事業費、項１包括的支援事業任意事業費１５８万４ ,０００円の増

額となっております。こちらが包括支援用のシステムの借り上げ料、それからパソ

コンの購入費用となっております。  

 項３一般介護予防事業５ ,０００円は、こちらは介護予防教室講師の費用弁償の

増額補正でございます。  

 款５、項１諸支出金６００万４ ,０００円の増額でございます。前年度実績に伴

い、国支払基金、県、それぞれの返還金の増額補正となっております。  

 款６、項１予備費３ ,３７１万６ ,０００円の増額でございます。  

 歳出合計４ ,１４４万９ ,０００円の増額となっております。  

 説明につきましては以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２２  議案第８３号  令和３年度御代田町公共下水道事業  

特別会計補正予算案（第１号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２２  議案第８３号  令和３年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算案（第１号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。大井建設水道課長。  

（建設水道課長  大井政彦君  登壇）    

○建設水道課長（大井政彦君）   議案書９３ページをご覧ください。  

 議案第８３号  令和３年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案（第
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１号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和３年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出します。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の９６ページをご覧ください。  

 令和３年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４ ,５８０万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億８ ,７６７万７ ,０００円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 第２条  地方債の変更は、第２表地方債補正による。  

 次の９７ページをご覧ください。  

 第１表、歳入歳出予算補正。  

 歳入です。上から順に補正額を申し上げます。  

 款３繰入金、項１他会計繰入金５０万２ ,０００円の減額は、一般会計からの繰

入金でございます。  

 款４繰越金２８０万２ ,０００円の増額は、前年度繰越額の確定によるものでご

ざいます。  

 款６町債４ ,３５０万円の増額は、下水道管渠工事に対する事業債でございます。  

 したがいまして、歳入合計は４ ,５８０万円を増額し、総額７億８ ,７６７万

７ ,０００円となります。  

 次の９８ページをご覧ください。  

 歳出です。  

 款１土木費、項１都市計画費、補正額４ ,５８０万円の増額は、町長の挨拶にも

ありましたが、ベバリー、一里塚、三ツ谷、栄町、西軽井沢地区の住宅やアパート

等の新築箇所が大幅に増えたことに伴う下水道管渠整備及び公共ますの設置工事費

でございます。  

 款２公債費につきましては、一般会計からの繰入れの財源を変更します。  
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 したがいまして、歳出合計は４ ,５８０万円を増額し、総額７億８ ,７６７万

７ ,０００円となります。  

 次の９９ページをご覧ください。  

 第２表、地方債補正。  

 変更します。起債の目的は、公共下水道事業です。  

 補正前の限度額を１ ,９９０万円から４ ,３５０万円増額し、補正後の限度額を

６ ,３４０万円とします。  

 起債の方法、利率、償還の方法は、補正前に同じでございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２３  議案第８４号  令和３年度御代田小沼水道事業会計  

補正予算案（第２号）について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２３  議案第８４号  令和３年度御代田小沼水道事業会計

補正予算案（第２号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。大井建設水道課長。  

（建設水道課長  大井政彦君  登壇）    

○建設水道課長（大井政彦君）   議案書１０４ページをご覧ください。  

 議案第８４号  令和３年度御代田小沼水道事業会計補正予算案（第２号）につい

て  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和３年度御代田小沼水道事業会計

補正予算（第２号）を別冊のとおり提出します。  

令和３年９月２９日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の１０６ページ、１０７ページをご覧ください。  

 令和３年度御代田小沼水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。  
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 第１条  令和３年度御代田小沼水道事業会計予算第３条中に定めた収益的支出の

予算額を次のとおり補正する。  

 収益的支出につきましては、第５１款水道事業費用、第１項営業費用としまして

７万７ ,０００円の増額は、上下水道工具係が使用している公用車の車検時に生じ

たマフラー交換修理により、予定以上の支出となり、需用費の中で利用しましたが、

それに充てた不足分の増額をお願いします。  

 第２項営業外費用及び第４項予備費につきましては、増減はありません。  

 したがいまして、補正額の合計は７万７,０００円の増額で、総額１億７ ,３５０万

９ ,０００円となります。  

 第２条  資本的収入及び第３条  職員給与費につきましては、今回、補正額はご

ざいません。  

 以上のとおり、ご審議をお願いします。  

○議長（五味髙明君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより、議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 以上で、全ての議案に対する質疑を終わります。  

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第６６号から議案第８４号まで

については、会議規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託

表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認めます。よって、議案付託表のとおり各常任委員会に付託すること

に決しました。  

 会議規則第９条第２項の規定により、本日の会議時間は議事の都合でこれをあら

かじめ延長します。  

 

－－－日程第２４  報告第６号  令和２年度御代田町財政健全化判断比率  

及び資金不足比率の報告について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２４  報告第６号  令和２年度御代田町財政健全化判断比
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率及び資金不足比率の報告についてを議題とします。  

 報告事項の説明を求めます。内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の１１０ページをお願いいたします。  

 報告第６号  令和２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついて  

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規

定により、財政の健全化に関する比率を別紙のとおり報告する。  

令 和 ３ 年 ９ 月 ２ ９ 日 

御代田町長  小園拓志 

 次の１１１ページの報告書をお願いいたします。  

 初めに、１の健全化判断比率についてです。  

 実質赤字比率は、普通会計における赤字額の標準財政規模に対する割合をいうも

のです。  

 当町の普通会計は、一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、小沼地区財産

管理特別会計の３会計で構成されており、その普通会計の収支決算が黒字であるた

め、実質赤字比率の算定結果は数値なしとなっております。  

 次に、連結実質赤字比率は、御代田町全体の赤字額の標準財政規模に対する割合

をいうものです。一般会計及び特別会計９会計と御代田小沼水道事業会計、全ての

収支決算が黒字のため、連結実質赤字比率の算定結果は、こちらも数値なしとなっ

てございます。  

 次に、実質公債費比率です。  

 こちらは御代田町全体と、佐久広域連合や浅麓環境施設組合、こちらへの一部事

務組合を含めた公債費負担の割合をいうもので、標準的な財政規模に対して実質的

に公債費として支出した額の割合を算定しているものです。一般会計の公債費のほ

か、町特別会計や広域連合など一部事務組合へ支出している繰出金や負担金のうち、

実質的に公債費へ充当している、こういった額を用いて算定しております。  

 平成３０年度から令和２年度の３か年の平均で１２ .６％となり、昨年度と比較

すると０ .８ポイント減少しております。こちらにつきましては、年々、公債費が

減少したことにより０ .８ポイントの減少となったものでございます。  
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 一般会計の公債費につきましては、償還のピークが平成３０年度となっているた

め、今後も減少していくことと見込んでおります。  

 次に、将来負担比率。  

 こちらは町全体と一部事務組合、土地開発公社などの持つ負債のうち、基金や特

定収入で賄い切れない部分を、標準財政規模に対する割合をいうものでございます。

町の将来負担が見込まれる額に対し、基金残額や将来充当可能な財源が上回るため、

こちらの将来負担比率は数値なしとなっております。  

 続きまして、２の資金不足比率ですが、公営企業会計、それぞれ４会計において、

単年度資金に資金不足が生じていないため、こちらも数値なしとなっております。  

 報告内容の説明については以上です。  

○議長（五味髙明君）   以上で、報告事項の説明を終わります。  

 監査委員より、財政健全化審査意見書及び公営企業会計経営健全化審査意見書が

提出されております。  

 監査委員より報告を求めます。泉代表監査委員。  

（代表監査委員  泉喜久男君  登壇）    

○代表監査委員（泉喜久男君）   すみません、またマスク外させていただきます。  

 監査委員を代表して、財政健全化法に定める審査結果のご報告を申し上げます。  

 財政健全化法は、１０年以上前の、いわゆる夕張事件を契機として制定されまし

た。同法は、第２の夕張を防ぐため、各自治体状況の財政状態を早い段階から把握

するためにできた制度です。その骨子は、収支が赤字か否か、公債等の借入れが財

政規模に比較して多すぎないかのチェックにあります。具体的には、財政健全化法

第３条で一般会計等の健全化について審査を、同法第２２条で公営企業の収支が経

営健全化から見て資金不足に問題がないか否かの審査を監査委員に要請していると

ころであります。  

 先般来、決算審査認定の説明の中で、一番最後に実質収支に関する調書という欄

を各会計単位ごとに言って、そのときには上から歳入総額、歳出総額、歳入歳出差

引額というのが乗っかっていたと思うんですが、これについて、いずれも歳入のほ

うが多かったという結果を、先ほど来、説明されていたことを頭に入れておいてい

ただきたいと思います。  

 まず、第３条関係の審査意見書は、お手元定例会資料の、最後のほうの１１２ペー
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ジに記載してございます。  

 私と議会選出の小井土監査委員とは、地方公共団体の財政健全化に関する法律、

いわゆる財政健全化法第３条に基づき、町長より提出された健全化判断比率及び算

定の基礎となる事項を記載した関係書類を、慎重に審査いたしました。  

 第１に、審査の概要であります。  

 健全化判断比率算定の基礎となる、関係書類の審査の概要でありますが、健全化

判断比率算定の基礎となる関係書類が法令に準拠して適正に作成されているか、ま

た、この資料に基づいて算定した健全化判断比率は、正確なものであるかについて

主眼を置いて、財政の健全化の審査を行いました。  

 次に、審査の結果であります。  

 健全化判断比率の算定の基礎となる事項を記載した書類は、適正に作成されてお

り、これに基づいて算定された意見書記載の実質赤字比率、連結実質赤字比率、実

質公債費比率、将来負担比率等の財政健全化比率は、いずれも適正に算定手続がな

されているものと認めました。  

 財政の健全化は、財政収支が赤字か否かと、公債費の額が妥当な範囲にあるか否

かの面から判断することとされています。  

 個別に申し上げますと、令和２年度の御代田町の一般会計、健全化法による特別

会計の一部を加算した、一般会計等の実質収支はいわゆる黒字であり、実質赤字は

計上されておりません。したがって、財政運営の悪化の度合いを示す指標、標準財

政規模に対する一般会計等の実質赤字額の割合である実質赤字比率と、町の全会計

の実質赤字額の割合である連結実質赤字比率は、いずれも分子となる赤字数値が、

先ほど来、申し上げているようにありませんでしたので、算定はされておりません。  

 次に、実質公債費比率は、一般会計が負担する元利償還金などの標準財政規模に

対する比率で、財政運営の弾力性の度合いを示す指数です。当期は、指数比率が

１２ .６と、前年比０ .８％の減少となりましたが、過去の元金償還減によるもので、

特段、問題はないものと判断いたしました。また、政令で定める財政健全化計画を

作成すべき比率は２５％ですので、これも問題となりません。  

 なお、公債費比率は、３か年の単年度数値の単純平均値として算定されますが、

各年度の数値は決算書後半部分の決算説明資料６ページに過去５年分が記載されて

いますので、ご参照いただければと存じます。  
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 また、起債許可基準は１８％ですから、これについても問題はございません。  

 さらに、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率、

すなわち、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す指標であります。将来

負担比率ですが、これも分子となる将来負担額の数値が財政調整基金等の残額が相

当額あることから算定されております。いわゆる貯金がたくさんありましたという

ことです。  

 また、財政健全化計画を作成すべき基準は３５０％なので、当然ながらこれにつ

きましても問題はございません。  

 ちなみに、将来負担比率の全国平均が３０％前後にもかかわらず、夕張事件当時

の同市の将来負担比率は１ ,１６４％で、まさに異常な状況だったわけであります。  

 以上が財政健全化第３条の審査意見であります。  

 意見の中の４つの健全化比率の定義につきましては、お手元にお持ちの議員さん

もいらっしゃると思いますが、議員ハンドブックの末尾に要約したものが掲載され

ておりますので、機会がありましたら、ご参照いただきたいと思います。  

 次に、財政健全化法第２２条に定める公営企業、水道事業のことです、基金不足

比率について申し上げます。  

 第２２条関係の意見書、お手元定例会資料１１４ページに記載されております。  

 この審査に当たりましても、健全化法第３条、健全化判断比率の審査に準じて、

所要の審査手続を実施いたしました。その結果、水道事業や下水道事業等、５つの

公営企業はいずれも資金収支に問題がなく、資金不足は生じておりません。このた

め、法令に基づき算定される、事業の規模に対する資金不足比率についても、数値

が算出されてございません。  

 以上の結果、財政健全化法第３条及び第２２条に関連して、経営健全化の見地か

ら、是正、改善を要すると指摘すべき事項は特段ございませんでした。  

 なお、ただいま申し上げた審査意見は、私と小井土監査委員が健全化法第３条第

２項に定める合議により決定したものでありますことを、念のため申し添えて報告

を終わらせていただきたいと思います。  

 ありがとうございました。  

○議長（五味髙明君）   以上で、代表監査委員からの報告を終わります。  

 これより報告に対する質疑を行います。  
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 質疑のある方は挙手願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。  

 これをもって、令和２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

についてを終わります。  

 

－－－日程第２５  報告第７号  御代田町国民保護計画の変更について－－－    

○議長（五味髙明君）   日程第２５  報告第７号  御代田町国民保護計画の変更について

を議題とします。  

 報告事項の説明を求めます。荻原総務課長。  

（総務課長  荻原春樹君  登壇）    

○総務課長（荻原春樹君）   議案書の１１５ページをご覧ください。  

 報告第７号  御代田町国民保護計画の変更について  

 御代田町国民保護計画を変更したので、武力攻撃事態等における国民の保護のた

めの措置に関する法律第３５条第８項にて準用される同条第６項の規定により報告

する。  

令 和 ３ 年 ９ 月 ２ ９ 日 

御代田町長  小園拓志 

 平成１６年の国民保護法施行に伴いまして、都道府県及び市町村においてはそれ

ぞれ国民保護計画を作成することが義務づけられ、御代田町では平成１９年３月に

御代田町国民保護計画を策定いたしました。  

 国民保護計画は、武力攻撃が発生した事態、または武力攻撃が発生する明白な危

機が切迫していると認められる事態において、町民の生命、身体及び財産を保護し、

被害を最小にすることを目的としております。  

 国の基本指針や長野県国民保護計画の変更を受け、本年３月に変更を行ってござ

います。  

 主な内容につきましては、国の基本指針等の変更によりまして、安否情報の収集、

整理、報告及び提供において、消防庁が運用する安否情報システムを使用すること

を明記したこと。国の現地対策本部長が武力攻撃事態等の合同対策協議会を開催す

る場合、当協議会へ参加し、情報交換や相互協力をすることを追加したこと。また、
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緊急情報ネットワークシステム、全国瞬時警報システムの運用開始に伴い、これら

を明記したことなどであります。また、これらに加えまして、役場の移転や町の組

織改正などに伴う変更を行っております。  

 このたび、長野県との協議が済んだため、本議会で報告をさせていただきます。  

 以降、１１６ページから１３４ページにつきましては、今回変更した６７か所の

新旧対照表となってございます。  

 また、変更後の国民保護計画につきまして、今回議案書に添付をさせていただい

ておりますので、後ほどご確認をお願いいたします。  

 説明は以上です。  

○議長（五味髙明君）   以上で、報告事項の説明を終わります。  

 以上、本日の議事日程は全て終了しました。  

 なお、明日は議案調査となっております。  

 本日はこれにて散会します。  

 お疲れさまでした。  

散  会  午後  ４時０５分  


